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確　立　ら

うっとおしい梅南も明けでけつく礫な真夏のヨ釘が照りつけるころとなる

と、長い賓休載がやって煮る¢私格好軍、魯⊇　βd・7度と云える酷屠り京

都であえぎながら過していた時、炉を適の工原より猪狩を更けた。

轄贈、嵐、水雷の京都を衡こして、泉東でよ。ヨ日鋼撃を寿ませ＼上野の

こ・・　　　　‘、、　・・・、　　・　　・　　●　　　　　二・・：　　　　一二＼、・、′・

に何もかもまか七号■上　生まれて初りて乗った二等渡合の寝膚椿にっい蜜ij

過ぎめざわた蹄は撃や汽車は兄上の野乞走ってし＼た。媒歌鯛な乳業、関東で

宜すでに珍しくなった官ぶ空の部落老あかず雛める乞か、火山り篠を喧fj帆

影のヅなし、遍等乞漁り考森の藩に香し＼たのせ骨iすぎてし＼たと覆う中

濃絡勉は十和軍丸、海庚を行く粘定恩藍ぺ観点さわやかだ㌦たィ檻牒沃搭

ラジプ∵コデータれつ放瑚観が＼るくると選っていた。下北半島の恐山には芝

蜜が＼安々しくかかり、歯の凍れ為の壱煮してし1そ。喝蹄何食の絶遠今後＿久

慈の北遠直の山々が見えて釆たか　忽嶺山、奏しし＼璃衛、工藤峯、鞍が＼牒ヒ

大勢の人々に薮迎え之受けたβ

薗　餞　ヒ　て

索朽これ㌢嵐軌二度何よリモ好きな嵐策がこんこんと滞空奴して」＼た．う

わ々かな夜風に長夜の署が、統すられた。　　り爆裂＿　かわ左＿　生のうに、整、

宅硬筆に新鮮な木場の味は京都では味わえぬものでめ→た。ソ仙ラン野草歌

声に寒は東けて行った。

誓る召す工席rつ究学であフたク　比斉漁業つ塞疫に了＼さわしくマニラ森もく

しげずり燃ソ合わ王穏ロ〝プ工場、巨大を磯塵が顎髭しながら晩よりも太い

マ：／グローフ○か、作られて行　礫菅栄苛で為った。比乳で　新ししう冬或観嚢が二

ビニロンが＼又ナ　ロンが、そ　て紙に渓日栄しっ束いポリ工チンン観鮭が激し

い窺孝のスタートを閉り初めてし1た。

それから諷網の目工費に行った。額初音欝頼り人に宗呵きれて　rt　〆囁蚤

の壮大な動聖‖こ綬十本轟く鮭、撃つ喝呈鋼がっきれてめった一三L L＼ような

叡尊だった。潮のブき老歎ちながら、オ太一ツワ薄の落筆や篭七隼空ながら烙

空を縛っていた。魚網霊寛針て合教職健三ニ葦一丁－てし＼七月・モ：て∵一環∵二軍トン

】■　・t＋】



しっ亀三澤ぶ毛ツコはすでた半分温＼ギリエチレン感寓に作られ怒禽きれた

馨観の偲配もなし　東軍車には麻・マニラ麻の毛ツコは、環と人文、嘆われな

くな香だ、ろう七五ラ琴だった。そして、新しい賓強に対す竃要素は切実でめ

った官

撰の白は唯粗工盾の見学に行一色ク　珍しい鈷変貌教し直くフロリダ、、より選

ばれた燐鉱石より摩られる過塔殿石灰はヨく寒しい山乞宝してぢリ北海道爽

地象栄りス丁一一プレの大空三毛堀誇ってし＼た9

線切な工場の八に衝老巽内してもらった。立椅岬ク氷承骨ゼ全＼手鏡に逸

った礫に承ぎ嵐った珍しい者観の狭、沖まブ老後が鰻彗星布が息女していた。

老廃、から老纏、に泳ぎ渡り、殊であくと岩壁乞よじ、登る、∠そこには簿蟄海峡を

守った啓嚢の鉢が築かれていた，貰草に劣者折れた花台こ曙を下ろし、御座

枚が、る怒れ老躯吟てし空も。

、；．　　　　■・

毛家喧嘩轟之廃れて化へ淀んで行った。原審棟一二三∴吾寒村が、儲路をおお

っていた。葛東の駅に麗し戊e棟葛は余り高くなし＼が、づと封つ気二項ち満ち

ていて∴∴迎えの温笹子（北港直の霜、小型）のぎ†仁義∃㍉二橋パフ持て、りんリ

ル写る牽つ嘗乞わだちの嘗七夜し、秋草の咲き乱れた毒素モモっていた。朝

もやは大沼捏富の覇商え充札、これから登ろうこする司ナ貴せ．はるかなス

カイ　ライ　ンをひし＼てし＼た。

奏しし＼太テ′レ真二巻いた。澄明なこんこんと漆れてし㌔ヒ帝より上り、服簸七

整え、古人で司か二乗■った‥エンジンの青書採乳こ軽量射バ沼を拭け、美しい

京島の対笈する大沼に盤た。をは全く曙机積り弼つ彗膠等煮埼らしかったク

山水り寅の後家であろう。凍梅林の常温に毒をつけ委宿鷺・ニ宣老迫って行っ

た。琴蕉樹林を破け広々としたケ黙み貰えし。、或餌紅か咲き乱れる高環を

兼げ、いよいよ豹の裸にきしかかった¢　透くから絡めると季入り行き葡しトヒ

一二　‥一　　　　　　一・二　＿　　　　　■　一・　　　　一・　‾　一　　　　　　　・‾　　　　　●　　二

練つ乗が色乞、リ乞希えていた。

火コ原、！こついたク好漢の磯な苧環が玄々ヒ乾いてし溌∴　三雄雄穴注＿葛■工

常雪がユ為か噴火湾の規のかなたこ達観いている　火口は牽剥れ痴呆三で勤

十　それから乗れた混熱は吊をせ　止める大沼、小沼　ゆん束沼乞形直、

療※蘭に流れ込んだと去うことであ乳

ぢし＼L L＼ジュ・－スや果物‖こかで乞うるおし、戎々3人の如監√人も兄かブ

ない帝雇なる師こ凰ぎ行く帯と逼れる琶ゼあった。

患冶礫に山を畑ナ下り、瑠孝につし1たつ念ヨ芝の覆い九の司でも夕吠えが
ヽ

－　4　→

た

　

ぎ

　

し

舞
い
　
替
　
バ
榛

し
　
こ
」
　
．
．

落
度
義
山
∴
り
〉
が
打
㍉
寄
倒
〔
濠
射

．

　

　

　

■

．

　

　

　

　

－

　

■

　

、

■

÷

■

▲

■

■

▲

l



た

　

な

　

め

，
レ
　
　
ー
ー
　
．
ヾ
－

こ
　
い
　
爽
　
朝

盈
　
異
　
　
盈
　
た
　
を
　
の

おお

、●　　－

′しリ

．開

音ス

簸セ

し　い

モク

i＝千　′つ

賃を

いた＿

要積

賢
亨
を
ぎ
…
、
怒
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肥椅覆い域の音と山登り乞鰹えた礪恩威と夕闇に牽く覇を威ブて永テルの職

者務に帰って乗た狩は静か宣布のとばりが下り、簸乞してし‖た．主人ぼ亀韓

より来て移られた〃

屋　形　船

さわやか在原で摺れと汗乞寵し、整い夕食之とって－司は夕筍の関節工索

た8そこには屋形船が岡蒸されてし＼セゥ　を形船には灯が、入り、嬉し牒絹江牒

ぎ出されたクやがて雪げ’上って禾た。酔う埠に食べる程に賽しい歌が覆れ虫

した。さわやかな／散乱が喋く呼宜、櫓っ水言切るヰ芝閂彩つ金環螢針音流れ、

箆蚤がただよっていた。そ　して主人上客の穆べリからは、ヨ楽天の尋傍証か

努々、ゲ、山テの水産塵っ歌がロヂ三まれてし＼た。歌が終って葛は静かな碑亀

い巨∴毅んでし＼った。矩昔広々とした大沼の崩せにやっとつし1たや　　やがて

管の患い東になった。若い人賓は筍空手にまわリ1ヰ聾の八つ百は生々ヒ準

と＼てし＼た。恵しい奪啓つ右えの愚ン裏も軍司　乗に年／フォしく薄い由され為

榛になったとは。

歌い、語らし＼、夜の栗丁るつモ忘れ屠稗につをされた灯も滝メざ＼っそ、深々

と消えていったク寒帯が脅かに軽永乞濁らす項目乙有って′司は兎鴫麻の蜜

・・　　　　　　・・　．　　　　一・・一　　　二　、・・　・　・　　　・　　・

し込＿んで泉た。

禾　池　針　蓮▼

藩孝と盈上　′（スで帝かな凛村芝遭ぎ、弼希準餅についたク　教しい乱が菟れ

覆っていた夕空れが過ぎると渡れた礫な萄蔓にな一つたの　疎んでいた塵紅梅も

轟き奴し、帝雲が去ると、単線山がくつ空リヒそり雄琴を見せ肇めたク　軌二

才謂郵新山、考深憂が葵新しい劉生の帝を筑　立ち上る噴煙はその電諷意蒸

してし＼ヒJ糞把創造の掌は馨郵選炭にも見られたp筐天な腐乱火口には葱寿

ぎ二苛々とたぎっていた。そして＝ト音ご職ご〆ヒ薯を立て、衆取り希馨乞蒸れ

となって祝してし1た。そこには大きな海軍釘が生まれていたざ

私たらり泊ったのは、牙肘竜本鍵であった。名大なる裕一場・．一二は大か義教り

浴槽ガ＼ぁリ、虎凄果、塩頬現．哨ぽん凝寮月とわら蔓クモ窮賓の毛のが、含まれ

ていた∂　阿盲人ヒし＼ラ老若努々しっ洛客は創生願の者に建って　なまつ等愚で

希　に打たれ一事わみ　て敬　い錨ウ命綺Z巣しんでいたせ右、ちかを太

首の孝之この遁ノ真鯛な大愚観に乳虫すのは楽ししトニ1して㌧ち一1た∴
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三れ宜こそ

ゎが、こころ

からきてともに

はるをうたう；

星胃のダ

ピンクの希は　零し＼ゆく

すイト

＼・－●　　．い　●一　二

鋭さ光　を乞切る

鼻音のガウンを、取り象れば
ふガあお

冷たく冴える、深考に

1まんつり、膚しき

寛の　アイ　げン

攫車のボ礫は，ころころと

おしゃべり好空っ　キこし′ピット

攻周蕨で　きらめける

友軍礫札の　夜半吟をク

三現生　乾　山

▲　7　＿＿



息ラュ書
一回生　山　田　雄　亮

昔や人草してから岬ケ弓になるっ争思えば、宅斗の直線せった予礪枚生福

が楽しい落し＼奴になる。ぽんとにただ失掌合司各だけ三雲裸にして、よくも謹

めばオ正直にやって表れたものだと思う。あの－字音、孝萄空出来飢′＼礫に

撃ちれた勉額ヒし＼ラ虫になった礫な審しい〆竿であった〃　それだ、げに喝立一

刻大学に東萩した狩のショックも大空産毛つでって。堵ん宅に死んでしまし＼

たし、裸を亀蹄だったク　同級の薯がゼんどん合各　て庚　の之農務につれ　又

圃麿の者がいろいろと啓めてくれ為につけ、雪介が嗜なし　都かしくて為た

たまれなかった¢　そのエ余す顆二十日乗りで、痘李二十電倍とし＼ラ大挙をひ

かえて、不をがっつろば、ォりでめった。喪三顧香にも預る人がなく、もしこ

れに失敗したら、候療｝体ビラすれば預いりゴろうという親衛で一杯だっなさ

∴草の浪人でもう身体、椅神泉に硬いっ（し、二等も猿人しようとし＼うかま

寺かった。もしやっていた乞したち、今肴はおそらく倒れてしまってい竃だ

ろラ．京工感の入学試験乞二三酎こかかえて、今まで象伺三毛　しなかった碑

儀や仏線にも、心かあ祈った。困った野草神領券と盲うが、本当に葵剣だっ

た。試験一基百㌦＼よし、よこれで粛夜宮。一望〝武の天啓壌色々為のぎ」ニん

写気管で試験㌍伺った　何題包体は徹し　庭ないが、それだけに油断がなら

なかったp r五十人ク背教膚にわずか二人だサしか合降しないのだ上という

免帝が博にこびりつし＼ていた。々っ、∠ま験が、終って、二日H狛藷ゞ朝から晩ま

で死んだ礫に顔ていたとし＼ラ軍だクし＼よし＼よ魔象のヨの殉、骨が寝てし＼脅威

をゆり動かしてr出て考数てる、ほら、うれしし＼やみ、よかったなァよがっ

た宣ア」と激ぐみながら新都を見せてくれた申　葵にはうれしいという風砕も

預かった乞いう教務も　しなかった。ただ「やれやれ窄っと終った」という乳

棒二、け†ご－1丁こ。

それから〆ケ胃経った今、まで二の嵐稗のめけきらないまま現在のば鹿を

分布してみるのだが、どうも今の白倉つ養帝は「やれやれこれで勝負も燈っ

たイ）で」という禿蹄が大半官主衿てしま・つて、　だ椅泉な亡になって、どの

ような火車生海鼠してやろう㌣去う許裸が、はっきり足まっていない。

この－ア雪間の大登壇苛で、どいたし＼大撃の磯子がわかったのだが、今ま
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妖生葛

く　も　乏

し＼礫に

圭一∴

しまい

け、．又

て逢た

一一■　　＿、

乞　しこ

だったク

二「＿1■三1

い考だ

った痺

剣だ、っ

」こん

がなら

という

ら晩乏

し＼脅威

．J tト一二一
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いう範▲

で当分で当分乞縛りすぎてし＼たせLlか、大牽け繹軒こ詔由で、大空にはなさ

れた小島の礫な風じがレてい為。ス上函及生の人でも友盈ヒ云うよりは、〆人

の大人、′人の燭人ヒして取扱ってもらえるとし＼う兵に、輝ももラノ人前の

大人になったのだなめという厳守がして、葵に贅しい。磯煮の蕨車に老親リ

していてもしかられないこ乞も、そプ）〆つで殆冶プ　モっとも南東，猟人刀窮

の魂に画＼方の牙になって、希壊してもらえたらこの題辞日日い衰釆なし日のそ

為ろうが、一日一日一一ク　又この大学は単科大学なりに夜い野が数多くある零もわか

った，例えば小人数でめるせいか、小じん護りヒまとまってい脅。考Llかえ

れば、宅が互いに確守老充分に邦って、信じ＼合しト励ましわってし絹、ヒ云う

臭である¢　これ措大学の最大の弓環でめる八呵療養とし＼う主旨の土台である

と思う。礫も卑し‖こして∴感パ鮭大学の√翼となったの定から、早く額乳に慣

れて、今夜蒙す著すこの大学の覆し＼野をつばし、閏上空ゼ∵　しいこうと思うか

ご∵∵∴二⊥‾、二二二二「二＝∵Tr．lこ∵こ一二＿二二‾‾‘こ＿‾∴∴二‾＿．‾ご‘二二°，▲■＿＿∴＿－＝‾‾ご1二，二∴．こ＿＿‾二二＝ここ‾二‾こ．ニ■．rr∴二：∵　‾一「ニ∴二‾＿＿‾、川＿＿二一．⊥∵‾二二1＿二．「▼＿＿＿二＿’二∴一、二．1I‾二二∴∴二二∵∵＿二二▲二一‾二・．丁∵‾二二‾－二二＝二二二二二二二二二二二二二二二二＿二二二二二二

二子／㍉
3回生　近　審　孝　一

二二＿．∴－．．，二二二二：ここ＝ニ：ニ：：二二二：＝．てこニ：ニニ＝；ここ二二蒜二二芯h：三㍍てこニ＝ニニ芸ユニ■しこここ＝ニ‘二〇二＿二：ここ二二二〇：＝：＝：ニ」：■∴ご＝：ここ：二二ご‘〇二二ごここ＿■二二一二二二ごこ。＝nJ：ここ＝＝ここ：二二二二＝二二：＝二二二＝ここ＝こて＝＝＝＝：＝…二＝ニここ．＝こ＝＝二二二二二二

十㌢揆姉べっ寛人である′4窯が東京の天空に遇ってL、呑。頂の愕竃の席各

こ打って僧天王禿たとめてし＼為。壁の後学してし＼る大草。・宣一軍が教養盈覆、

よ竿からメ草までが零門凰魔こなっており、ノ隼の撃峯東の額縁こよって、

画一割程度、〆孝次宿麿に写るそうであ為。

棟は受戒で入学し、㌦耳句、し＼Pやる栗東C大学窒素とし＼う毛のZ大し＼に

楽しみ、嘱からの慄リこ零し1ても、色々羨ましく思われた撃で舞った¢又々

の大学につし＼ての夜乳　棒未の見込客乞覇が誉れ、全くいい聖夜へ入ったも

のだと罷ったリ　したか

かくて．一年たち牽掌末試験・乞すませ、叔沌質素か大学生ヒして刀度込み

を殊やげとして、春休みを京都で廷希ため碑ヶて空色。鳶ジつ食しい彗釦ま、

照の藷巧衆発生者を硬空、練直で和紀に嘉てくるそれも、裏の天啓生等ガと

考えもした9真吾なく東京から戚色直し＼／畑rて釆たオ‖ま、戴績番し彊乗法）

でめった。化学亀二三の観∃が不登っため、現観上りにすると書いてある。

転写を蒸したものは賂封きこな考と、当の教扇」ェ予め轟していたそうである。

確は韓帝に客租したが、稗ち折り伏青空．畳語的束終わ＼ら、免乳首とリもど

し、大挙生活をナ享裾こす昂のも又無しカ＼らブギ、ヒ又∴　ナト㌦ノ＼チローの

，＿　二　＿▼、



誉＼落牙しても名宝挙ザた人も大賢‘．＼ると襲レ　クし王室びすぎたからなあと

夢いなが、ら又栗東へ周→てし上った。

そしてス一軍過ぎ去り、猪は再び帰轟した。岬享耶よリー嗜しゃれた、タ

ノヤコも言に∴㌫）九、滴も度々賓飲す希．いわゆるそのようなダイアの学生と

してであった。今夜で言渡真のを殊七盈じ、或検親衛も新二つけ、又荊軍より

玖上菟乞ノTげて攣硬へ行き、うまく拭験もうけたから、二草に進級で至る榛

ずだと蓋ってし＼乳　で＼も酌の肇もみろので、一棟の木質がみろとし＼うか　たか

ら翠硬から郵ら互の煮ろ∩㌢凍っているようで鞄った。

β弓の東棟の象へ替ると、衰て寒て、束東へ行って帝って泉たところと云

う。何の為呈礪　ヒ、努宜又落ちたという。又化学が不可である。上京して

夢噂を囁きに行ったが、空の教襟に食えなかったそうだ㌦

潤に今燦の方針老閣くじ、サ王ら巌額も衰煮ず奉っている。で壬現在モラ

ー孝中りな零すしか鷹はなし＼ヒ藷した。

こちらも云し＼韓が、なく、人生に甘幾夜ヵ＼疾館が、ゎ考っ　君．ま現在がそれをヒ

選って甘撃∵して．＋け‥っ（．リカ＼ヒ歩つを・つも一イつ生き方でし去った。

よき日こ在り、竃介が施行してし＼る動こ、甥才でエ斉しを。

子規ガら芳宇晩

節暴、努分、二の手紙才、牽く頃、衆で微行孝の孝と思うき学級でゆっくリ

．・・　　　い　∴　‥

′＼∈‖ニ上京、ノ＼、九ヨヒ下宿を塀したや　亀倉薮環七他人との棄蘭がわブら

れい＼からです。

十日、「ぐ宿宣潔しすぐ‾安納、笥諺八六人っ

中　頭各

明白音響硬に夜草を免に行こうと思ってL＼責すが、、胃に呵ガもたれてし＼笥

礫で象が要し＼でづ㌦

昔．二人射j＼艶と親んで孝かヾ勧リますク

密圏紆東　泉呑領主が軍人に吠芳礫年利罰を与えたりですや　あを鵬定っ備

牢かみ義之運が、学してそれで石壁を咋らせましたク　そしてそれが裏舞上る

嘱、又それをもとつ腰哲に盈えでせたかです。塗して空の労′酢ま磯が死ぬ薫

で－　永潔に聴く否です。

そ．つ労廟ま簸価値でした。そして代は永久に努概老なす～こかかわんで、窒

孝′つ嘉グ乞痍う翠が東栄なし＼やですク

賓ガからつ硬膏七、八舜一ち工ノ′　Lトまう㍉
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首′

二二二丁二二1⊥≡⊥J‾■「－－杓＝i二七二＝■し＝，■ここrニJ■T，ニiこフi二戸≡三戸てこ鋤±土テ㌫i

ー随想－

感二若葉∴奈

已乞う

Lプごと

、、1

ブら

、、‾ミニ

、生

一、・・・・一・・・、、・・・‥・‥‥一一・一一、一‥‥一　・＿＿　　　　十　　i・・・一　一・

一　　■　　　　　－　　　　　　　　　■　　　●

らなし＼と、靖夫昔笹川た。窟寒≡孝和二軍が螢験したあっゴ殊等毛管竃とコ重

、　　　－　～　　、・　　　　　一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

を碍よラヒ思えば昇られた磯全に、昌ち考の張碓乏畳表力＼る韓、乞寺′学究は

失語に漫いなかったク　埼天は毎分つヨ託に冥つ境に馨き記す攣′㌻莞介亮ヾ㍉が

られたし、㈹牙蒸葡味な磯にも思えた。

・　　　・‥・・　　　　　∴　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　・●・、・　・　　　－　　ヽ

入隻にさて1っと淋しし＼蒸腎が祈る。■烹ハ準しまを痍楽に教え考和ま人生の観

しさ乞煙らぬ人でわ各，私／デ、璽三六挙に入って帝た獲甥雫蓉葡撃狩と云う為

に電く轡がなくな一つた桑でめる㌘　二つ琴は存外私に旦色覚ヒ竃嘗老与宣てく

れた」。今日㌦蔓り珊感を詑ノた夜、靖釆略後半の真率が、幾予の小数の車

から引弼した亨を窯．可いてし、た。

r宣考車準つ『撃L絶品真珠㌘友賢かこ酷似してし、るっ　即ち蚤曙入閣が！当為

していろ。野が沃まっ　こし＼そJ華▲草L貫与、空っ像が、シクったリー人こ仁一1才＝

軒こK草亮㍉ぁ「モー。夢、′撃でわいとノ＼中　野に逢し＼なJっ

r軋れぷ教コかこ：ウリ　安宅んや」

・・・　モ・丁　、・・　∴・．　・、　、　二　　　　　・．・　　＿

た。機宜に惇それガ、不展観ゼめった。「あれ▲圭＋繹拍＼．J　くき引窓て竃∴＝すれ

ど肇の縁る太腹ヨのダ官7ごった。要が司絶つ軍耳∠脚鰭‡こ、写し、t牽乳二乗1

温んで宍て　－凍原⊥　つ葬になったハ　ミロ砕そつ琴lまそれ老乱して竃‡こ賛意訴

えた。家中の孝ビン、巧「賓客も鷺し仁てL∵たっ」

r思い鼓し笠したわ．

トそれじゃ′哲も云炉璃㌦ってし－リノ。努㌦町と去ったのか＼忘れてしまった」

攫サ痛刀ソ　トソクの車掌老衰ていろ予巧、言葉が英　かっそご　蔓舎り亨象て

淫不′．久谷年額準象が、茶番親し笥三きてす七繁れ込んで箕た。

F‾牢から習かわし乞‥窄孝之見こち控た靖　で刀l覇愁≒ニ鷲し＼たよ」

・　；　　・、　　■　　　　　　・



∠尤党でみったぐ　濠し、まつ毛が潤女の弧の子方と徹してし＼た∫，私はぢどおど

と逢し1たてられでもするよそいこ、藷をむすんだ。

「（フ大で君の名と所を発上らない努は篤農でと奮っている．

「私は不愉快ですわ、誰から郵かれたのです．J

rパパト鬼でぎ名前は怠れたが葵文科の典だったク　でもそれは美人の積命

だ」　私はそんな軍とぬけぬけと云える毎分に鷺大した．すっかり項を失っ

て、亀倉でも何を考えているのか倉らなし＼虔　孝まで東萩にして、今象った孝

之え判然こしなかった。く清六はその狩礎そしたつではなかろうがさ　もう少

し正礎に衰えば、その堺何句介の恋を落した夢に穐れと希望皇まじえた勿篠

で匂介を見失ったに逢し　ない9婦整い額朝丘　過した符将がノ鉾釈感の牙覆

いの守に銀を取り巻していたつでク〉

「私は美人じゃありません」

「嘆　美八が凍いが、ヒ云うより怖れている。珂蹄又別の雫乞把を交わす

ようになるガ介らないし、どんな席愚の堅い八でも入明だからね。貴人はそ

れでけ機会にも蔑まれてし＼る⊥

r P忽護れる』ヒ去ラ言葉はそんな狩には伏いません」

1‾宍美に衡られ聖人は近寄れないもの」

亨‾私てこは頃像ですわ、竣ん有牽。私は珂醇も′人でした。教がどんな痔を

たてても」rY㌦ま？．r司篭絡で轟も　しましたし，象にも行きましたわ，でも

それ玖上尾一一‥一輯尊を惑えませんでした」‾Kは？」「廉いで　た　わなた

昔私をからかって有られるんです循」「僕か可も不蟹感じやないし一・一一一篠す

賓もないと思う宣。藷と奈常してもいいのに」「いし＼え．からかって⊥　凍

声だった，K与はそのまま常を伺げてしまった．

く靖夫は守二に酵士芝見た．中也の綺士は終生′人の貴婦人老ネるんだと

畢いている。今しも、一人の顔士が八子一二淀付く敏之追払ってし＼奄∴く子の

薫　から教を漫払った確は、K草の下に淀刃く軍を紆されなかった。淋しし、

儀な独占欲だった。K皐の象は大和のかこ山と三っ覆埠っていて、犬ヒ‖↑乗

フ会社の牽家だった。靖夫のズ粛ンのつノブリから、戒は怠れ在天史患った♂

等親の宕人思しのために終に下級琶東で香草が宍て、喝に守っていた。箕は

彗分＼り不甲斐なさに息子に肩身の欲し＼温い生させている琴を愚し＼郡も曇れて

いた。そして戒は息が乙に硯す頭痩けた才能皇帝っている孝之、河晴も八に

誇っていたが、、司醇に亀子から受ける定温ヱ彗分の竃言凍悪だと覆わずには

・、＼われなかった〉

r僕は今、真剣になんカ＼有りたくないp　それは不竃塔だし、不滅爽ガ．
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には
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・＿　　　　　　　　　　・　’・二・＿・・　・・　　　、　一・　ご　＿・’・●

い。でも大抵は焉老塞けない。棒れていろ」rr一一…」「虜なんかその爾有賀

鶴舞なし＼J

「言諷垂」

「横堤うぬ慮、れしか：和らない」　　　私は寮幣しい塩花にぺゝキで彩色す

ミ字．：　　．‾＼－：・

靖夫雫彗介の薦選老倦んだ㌦：網目二はそれがみ怠りにも硬鋼ギっ宜，霧を夜

霧渾勃史サ竃簡埠の牢でか射）嗜空を碍てし＼看視且、珂蹄喜平考を祝いてい

た。守れが虫気ないのは秩治の食密ゼとなじった，

靖夫は家人と額の藷をす巧蹄は、宵の経験モない当分七格してて恋だけは

乎準だと敦いた。卜あらゆ穏翠索一経寄寓腐選、身罷、年令、容姿一一日一一

鵬を超えて藤は戎覆されるべきだ㌦詫日昌啓耽する乳をはないクまして詔を

打ち礫等覇者なんかわ竃哲がない⊥そんな衛、有八が笑えない穫礫は寮剣ぞ

二・　　　　　　一、、　　　　　　　　　　　　　　　●　　・　　　・・’一一

∠なって感奮して禾た。そしてそんな孝各もK享の針二は入らないのに埼発

つ網の車まで実学透　て釆た。叔は　ら薇還せ拍ぼ差らなかったク

．・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・．　　　・　・－：一　一

ったら、きつ乞めの薄いま戴感　て）たこ蔓し貰いと鰭じ、てし凋。
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そよなら日本
三十四軍歴卒祭生

伽一一1－－蘭書元（村相塔で

私∴‖＼よし＝支署本之去る率になった。朝鮮人が彗分の司顛野へ曙苛つは象

徴索然の琴であろう勺　だが日本に生まれ、日本ぐ賛った嶺にとって、彗倉皇

育んでくれたヨネどこおでわく永久に）削れる日を数十　箆に権見た把鹿は

単組ではなし＼∴授産の毎分乞絶頂して、諷園で新しい人間網漁の車に生きよ

うとして∴努二つ祖国乞去ろうとす竃現在の竃分の把凰史充分象現す穏等は、

私には塞泉そうもなし＼。

でレ阿片蚤かなければセし＼う席蘭的な鉄索を押さえ切れず・寄空虫してあ

たものの、モ姓が棉何に喝絃な賓であるががすぐに分フた¢温泉の色々の必

薬学が、え馬鹿のように私の湛粗を■去泉した。空れらの一つ一十を留金に鼓

してゆか宣すれば気が育まなかった。そしていっの招侶こか呂分笥身を、憩刺

の主人公に仕立て上げていた。ま竃で窮鮮筑錬り確執宜竃介′舞が音負って

L、、篭ような錦常に関った。釆落したり、贋嘗したi仁　或いは療親したり　しな

がら者空畷った。気取薮象になった．ため亀をっいて接がぬした。

考えてみれば、、竃介は正史の漁れ句中に東泉てし＼る級数の喝の車の㌦ぺに

喝命塚目二番竺込まれた一ケのノ右さな入閣！こすだ、なし＼の更。動こ勢至込まれ、

聖してその場の形森に参加すろ一丁の分与にすぎないのぞ。誓う考えながら

私規この手記工馨竺遺す肇に　た。どんなtのが薔甘煮か介らないが、空ん

丁寧はいまや私」こ堰どうでもよい。准、過去日本の構現場であった観雛の平

凡等一撃瞳が、日本でどんな生罵乞逸り、そして今ビ、んな象葡色魔しいて竃本

五五寄れ　それ乞知っても←見好二つ季乾の誓約は充分果たされた亡友え為

のた㌦

弊双・新しし1箸准

現在ヨ本Jこぼ、六一卜方夙上つ朝鮮人が後産しているっ　二つ夢衆は過去の忌

しい覆し、血や痍渾三宮賃って、憂著しく萄鮮人の潤色注して寒た。六＋牙の

辛に匪嵐司を親らない新しいせ叛の若者もたくさ化し＼穏凸　だが薇寮の文題ヰ

敏文鼻峯塩．空っ背帝国主家つ県立の下に碑吟してrがら・家郷での生滞り直

之断たれ檀熱度人として遠を渡ってヨ本に煮た。そ根笠賂しい後ろっな耽穆
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歌う魯

乳であった。関釜連絡灘つ艶め考数々の老舞は詩jこうた卜札、蜜観に詠まれ、

流行歌に口ずさまれて郭鮮人の喝に探し＼虜琳色魔して未た。そつ徳義の一つ

老竿発いた人ぺは裔空目つ覆し＼虫として私産にまして乙れ為のど。

ノ九蘭亙隼人渇十五日・日本刀浄衣によって、半世紀温く聴いた帯革主象

（定温から朝鮮入信解教誉れたク　終夜の各圭凋大きかったさ　あの当時の熱気

之私終今もなっかしt思い出す。「ノ＼・′ゑ解放乳愈∃⊥　ともなれが、朝鮮

人構トラックに鈴なりにな一て「大隠輝」（現象のr韓観」の確）を打ち撮

り、解凍敬老高らかに筒増しながら市中をヂ毛ゝストレノションして、巧山

音楽撃へ打馳せ参号、たもやだった。小牽生の或々は款もわからずに．半ば紀

じちいと原盤感の覆った興奮老感じながらそれに絶った。

戦線萄椅週乞落た朝鮮人の一軒ま、奮大意額ブJを捲って思し＼のままに覆寄

ったと豪う㍉　一象い間のウップゝが堺発して、確かに行空過ぎはあったらしい塁

だが解放の奮う、が艶歌姐奉たのは、㌣れば智んのわずかつ閲だった。やが

て積層は、雫遜世界の球威の谷和こつき落され、三十ノ＼環牒俊二よってまっ二

つに分断されてし象った乃明るく囁けた朝野象殊の郡‡二は畢ジ緒零がたれ塵

の、守れか、今も筒亀をぎ圧＼ている。日本にし＼考朝鮮人にぱ生類の不審が刻々

￥辟㌦了穿ゼ∵乙衆た∴　漣∴環才色好雄、裸一貫で玄海蟹の管領を抱えてヨ木工来た

丈は、草し＼審敵意日本人にめぐり会って、か意リ夜し＼象Lもして禿たくつであ

るが、笹薮と覇狩に会社は首になった。妓蘭こ高万に直した在日郭鰐人は、

・・・’十　　一　　、、　■・て∴　二　．　　　私　・ここ　■・　●一一　・　　　一．　一、一

感を亀いざ。Fが既郵こ稗っていたものは．伝家頚と社会禾安であった。六

十万の朝鮮人と礫して周肇の動きは甘㍉たリヒ止んでしまった。私や象蔓ノ瑠

書浄帰国夏断金した．

犬は転々ヒ砥㌢姿えたが生清書は環化してしいた。家計乞鰭拷する虜に碁

も庇死に有って立ち効いた。雪駄も　した。貰哀しもした。ドブログ澤りも　し

たの　賓塞しの米空曹攻きれた上、00晩恕嵐軒に礪われる肇もあった。そつ範

子媒護は禾章二おがえながら〆夜を粥した。亡者ものも手につかず碁の滑り

とかた牽引二守った。やっれ寮でて消熱と噂る葛・の賓は見るに忍が’なかった】｝

私様世の車亨、督習穫適し＼葛はなかった。与庚湿叉飢えから守る為に身之灯

、　　　　　、　　・　・一・・1－　‾　　　・　　　・　　　　　．　　　一・・　・・・

私婆は警官の慈コを云1てウ、ソプン之碍ちした。取り上げた猟は讐令達で喰

－　■　　一　一　ヽ　　　　　一　　一l　一　　一　　　、

■二・‾l



鶉蘇入なるが顔ここ

それでも経観象夜の混乱の神意、混乱に便乗して何とか明り疲けてゆく孝

が索禾たが、、世の中が牽鼠してくるに絶って、日本が鮮戦の宿弊刀＼ら立ち凰

ってくるに絶って、朝鮮人は炭れこ生活のすべて乞釆って行った。r斬解人」

”　そrUま物寮生活に寿げる樗桔乞なって展隈綿に覆われ垢のた。ノ＼・岬互

終磯は覆い間の環族的雇摩からの、椅纏綿挿定からの常飲をもたらしたが、

瑚頃宴等にかブ名義利は玖葱としてなくならなかった。少くども轟々の孝弘

ぎこ蠣しては郵って裸まっていった。季針鮮人に阜えら軋た宜清の濱は、ふてぶ

てしい袖蚤の韓主でなければそって巧くこ乞つ出泉なし＼ものばかりが残され

ていたク　私産の生命はもはやヨ本人の審恵に托されていた．夏が小三な釘工

場でさえも朝鮮人の庵喝を嬉督する風潮の車で、生笈の晋斗ば並大赦のもの

ではなし＼。ク牒本人だと塘って入社したものの、後に朝鮮人なる琴が発覚し

て挙行こ憲った例は敏和れない。僚初から窮解人を名乗ってし＼げで、簡埠試験

へ布上で「郁静と云ラ頭は藍東上になし＼ので⊥とか「ダト国人正一明雇わない」

宮、どこ云折れろ鰭莱ゼし。

私は薮淀多くの郭詔青草に嘉合った。根零は契○司書ぎこ、笥介が朝鮮人な

るが蚊に絆可に口賭しし＼1し＼老して釆たか乞象るつであそ々　司吊、地で育って・

札を逢べ一乙勉強しながら、モして決して弓介が攫つ為fニ比べて残額が窺いと

‡＼うことはなかった審なの⊆こ准朝鮮人な考が敬に、禾黄を酷釆されて観敢し

て輝く　弓本の秀人直之、層女かんで見渡ち粗悪凍ちな書＼ったので，

草だ社告＼衰てし＼ない私は、幸い小学校辞正之簡LUて率い終人と云う狸かご

婆利之質すた壷確り体験はない。しかし乳徴でも彗本人の朝鮮人命嵐はなく

写っ　ていないe

敏艶に生きる

′王亀と豪葛から解衣されて、覆嵐リヘ霹リ出て大隠壬琴密した朝鮮人も、

温習の倉敷、そして駐嵩質の態賓が複化す′毛に／叉んで、率が痛い療洛家老さ

まよい準かねばならない温命に追いやられたク　ー孔明花笠克R r夜ヨ朝鮮人

逢盤上は「団現今」；ニよって解教七命ゼられた。誓孝欧ダ＼、レス彗務像膏つ三

十′＼薄縁視察に牽いて、大宅二十五日墾牽疫学が勃発したつである㍉（二の

観孝之素養主義ケ侵賂ヒみ穏口が∃本人．つ署親分も積れなし＼わだが夜赴椚宣

夢くの字葛‾ば、こればアメリカ帝国主義の計画計度路でめった孝之施蕊な研

究にょって爽飯＿してし＼脅。二ウニとは色々の質料にもとすいて孝しく温べた

し＼ヒ愚1たが＼、私の錬な菊が駄文鼠算するまでもなし　やがて正史が言瓦挿す

Ⅵ：5－
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肴ぐ、あやろ）ク

斉ニ∴常大観の終塵こよって童祝与奪牒した朝鮮人亀は環；こま執れて魂牽盈

軋献身した。塗して、空のヨこ教えて挙る夜祭年鑑気孔落し、ヨ乙の守つ

か両署夷さに風象り芦乞上げたのでめる。だが三で等」こわたる背教を戦争ミま

入乱れ凪と汗の商品をニヒごとくノ破像し冬してしまった。それは嬬冬にとつ

ては、あまりにもや恕承私昔互祭でめつたに逢し＝なし∴

日本の苑の商人渡は、独眼になって朝野人魚も敦サ顔の弾薬を観象した8

夜寒は豪気味な繁み乙漁ヵ＼べながら筏が世の春立施敢したに温い互Ll。その

摩賓は百本の象私から森谷＼立った米軍升億土澤威によって再三な半島や半分

1線竺尽す．肇に甥われた。

rE弓現今」≡こよって手足i締り上かられた免責朝鮮人は∴　この後突モ鳴渡

→・～・．∴一・、．・、こ　　■　　・‥　　　　　・

しかしなかち改革展観乞浄る米聾も、朝鮮人亀の和こあえをく盈服した。

覇土語衝つ暑二か死に乞って斗う葛と、単音る雇い菜、蒐釆家人との士気が＼

異なる孝二考えれば＼当鮭つ事ではあ考が、戒草が人覿蚤；こどれ∴仁ぢ∵それ」と管

たかとまう率は、みそ朝鮮芦牽牛から衝いた署のエピソノト　F二よって享一わ

か考でわろう。

ヨかこし＼る銅欝の膏草蓉勃象嵐の一行が美煎垂の烈衆意もって、わを山間

－．　．、　　・　・．一・　一‥：一　・　　　　　　・　　■　　　　　　二＿・て

吟孝ヒ空のジ〟プは、突・塔辱薮す肴や、サーッと環逢しほど、めたので、考ノつ

足に上られて雛めているL．今夜はそつすごし＼勢、〉うで走って釆たの　考隼つ㌦

符は驚いて路傍に遭主よすると戒賽は確固鏡の鍍コをすらリヒ明けて膏等嵐

乞ねらいながら、ブルスピノドで象り去ったと云うしっだク　正に敏蟹に窒竺て

いたつで拘った。

ニ　ヒ　ル

朝鮮人ごつ潅蘭が推合法化された亨は、ノ層ぺの爾醇人の琴錦生積ハ上に．毛ヶ

年からね彩慶工及ぼ、したのではなかろうか。盛感劇有つなが牛針家々の注等

′＼二・・・ニー　＿　．　　　　　　　　　　　　　　　一　一、　　　　■　　‾　・．

どまったが、それも東学が餐考と〆報の人木工ーま告雫や盈司オらの膚薇夏草

考専攻はなかった。r祖周」－それは沢牙ヨ二乗々rつ徹夜から詔を巻く　して

行き．簸竜厳の猪方へと拳老消してしまった。生活の蜜しさが一層それ互恵

責∴∫て才子ったまラに覆われ脅。亨～ことどかない姐撃つ肇よりも、明ヨ〔望遠

こイいて考えねぼならなかった。肴ダ草㌃腎産するマス什コミつ網の宅の中

一∴■l



こつような常軌こ私の斉の上tこ，ま、誕‡が体験ブ苛めの簡寿都＼の審槌が

訝れて賽た。擾寄せ観葉の艶髄の逸乞。矛筍だちげの誉たなし＼社／会。r褐色

外壁」にヒごされた葡寛のなし1東泉。死へのあこがれと迅挿一・…。

私幾夜につし＼て考え　人生の彗鯛について考えた。すべての剤題は野けな

かった。簸能な入明が象徴に鰻く蹄都の呼の評判老生きて巧の恵味があるの

だろうか。

謡は人喝が凍Dになった。人と碍すのが壊し‖こなンフた。そし1∵わまiJにも

賓乾甘自介乳努乞毛馬刃凍った。竃己の簡鑑三乞朝鮮人に牧勢して玖ていたβ

珪素の内攻的射生啓につげ細見てこの凍寒感は毎分老親姫へと逢し＼やった。

｝有現考に孝傾しようヒする挨双書行長フた．私特電介の威構え濠切って観

象に人に蒸しかけた。その埠に罷る彗五線愚を押えろタ‖こ書労した。

私の覇には、菰蓼たる承撃つ車に－本意が逢っていろように愚われた。

′い二つ亀を急等筆意庵には窓現がなし。だが漁らないヒすれば一一…」私産喝

賓宣教にかけながら、空してそれに原電もくれで、ガす零すと歩んでいた。

竺れがし＼畑こも琴底でいやしく見えてならなかった。そして私珠審しまざれ

の守衛とロ粟で当分雪努女親空ながら、男衆之逃直す竃ように大蜜へ入った

のでわ葦。塗れ乞考える時、私は毎らメス史観って毎分竃身に例弼争密乞艶

すような箸蒋之感じなし＼ではし＼られなかった。

大　学　生　楚

藷でも誓うだろうと恩うが、大学ヒ入って費初に感じたもの結束婆であ1

こも私は韓等可雪、例等行われる感穫厄学科り新入生歓塩食に出席して玖た。

汲えられる葛から遭える貴に夜1て三箕蒙った。すっかり温もる肴の主人公

つ位置て笹をすえている琴倉皇蓉裁した緒、私は豹為にがにがLL1ものも感

じ璧し＼ではし＼られなかった。

三草餅、硬々が噂隆之空ばでてて、鰐肇の弓老琴よりながら梓爵した宕噂

託生の刺の√′購庖ノどり甘／アしレ乙ぺノ¢抑‰み仇ノノ慄もはや新鮮な寒空は宜し
色々定式輿で行なわれる菟轟々森野から守ける毛の乞何ら焚ちなかノつた。

r和せ猪若色紳士ヒ乳徹さない。痴士の卵ヒ鼠徹せ」ぢ空言フ（00牒り句の大学

生積立通じて媚からみなにノブ、見るつそあろうタ

・ミ　　：・＼・・・‥一　・、●・・・二・　　一　　一・、　二．・・・・・・・・・L

や∽クレき′つ野産でも見せてもらし㌧ヒガ㌧→た言∵直し＼ないつた■デ空二に現われたも

のは歓迎の欝なら庵酵藍のグラフ小への勧務つ帝で替ったリ、夜破けに簡観官
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∫こ、ゴJで祈ったp観に多くの先輩産が社食へ責て耳塩三言ア㌍とし＿てつ
淳藤堂存分に見せてくれている。牽二監方の言葉之績む＼ようか　だが考つ教主軋怠

り席上、私嫁三箪前の新鮮な感覚の質介に立ち逸ってみた蹄、空の狩に聴い

ていた熱っ億，いイメージヒ現産の誓介匂努ヒがあまりにも不璃和なこ覆卑し

乙なって櫓拍＼れているのにやるせない勾嘲生成し、なし＼で賦いられなかったの

ぞめる。私の牽きこ残っていた≡争覇の新入生は、三年間の大挙教葡冬嬉われ

た峯のrrパ亀吉プア7乙耽々ノノ｝Jの二九絡すら纏め寄夢が出来なかった。
商館な纏まとは資本主務の愚考をウェイターではない。まして埼蛋親戚でも

なし＼。鋭い礪衆力乞浸かを密猟と橋親をβ畑こつけた主席底の参考人喝で託け

畑でならなし＼。骨太な攻落に立た七れた緒、正しい判断によって観隆禦な行

・一・　∴・一　　、・・．■■　一・二　　　一

社食現象の上っつら乙をごるだけで璃足し、泉刹藷や抽象都温弁之碍ま志

し＼現在のドライな時代は、村酷な墨教のない戦後の民主主観が生み出したむ

しろ庵療な苛替歌であ考とし1う。私が大学に入って失墜を嵐じたつは、私が

乳親的な薄利老裔負った絶域之もつ朝鮮人だからでめろう万㌦　だが入掌当時

の私には狙撃などヒ＼＼う考えはなかった。私は大学壁浩の中に社食乞動かす

宣麻痢斥力乞求めていた。全学達のトロツキズムは米社きるべ三であろうが、

膝草の正毅威や凍えろようなエス′レギ√には圭司じせ在としての軒衛ヒ棄鳴史

感じなし＼ではいられなし。私蔦孝弘の呵ヒ、瞥懲象や砂叫句翳や賽喋改訂乳

琶本の運命を左石するとし‖巧れ実用引潟につし＼て激しい親衛がたたかわされた

り．詳しく研究しようという動きが見られなし、のが不急観で毎号。

学生の本分は勉藤する肇でみろうが、針倉の軍門分野力勉強の嘘に、潤広

い家電そし、人生萱象り、勿らゆ巧社告観衆に対して明窺窓観をもって対決し

ようとし＼う、著者らLL席数と気温に牽なぎってい葦のが牽塩生漆や診ると

〟八狭めレてし＼た私にとって慮、全く重患を現寮であった。鮭も根毛が宰密

であり巨　竃分一八が不草でめる線に患え乾。そしてすべて仁錬葛生感でなノデ＼

ら、ただ惰性的な象帯域で掌蕨へ凰ってし＼たき

しかしながら蹄に信也杭を鳳じ、、時には触合している和こ、次芽に象葉音

定婿な一つの考えに彗直して泉た。学密の勉環さえしっかりして、姦当年帯

へ託象銘茶れば、、それでし＼し、ではないか。考の碑に昔色々な噛みも解消三牲

・一　　　　一　さ・　．　　　一　　・　　二　　　　　　　：　・　　　●

だがやはり、葡鮮人でめ為毎分にはそれで甘啓蒙されなかったのである。

、‾・T l▼



音　義　．璧　題

皿回生になれば就略の問題がある。慧工科系を出ればなんとかなるた、ろラ

ビ、かなジ凍貌根．してし＼たが、々はり現実は乳鉾八にとってそうせいもりで

宜なかった。争牽き寮監に攫えて私は新たな簡壁にぶっつかる嘗ゼあっ七が

それを歌ってくれたのは帰園問題でめった。

囁郵句題を署にしたのは椚咋峯の九碍頑であった。当時はまで三回生でも

めり、膚窮珂象が毎かつ塩浴を左右する帯に発像しようとは撃にも考えを力＼

った。ぎょ当日本家希を魔手にして帰国が実現誉れようとは煮えられなかっ

た。唯反し＼句雄司を怠れていた肴にとって、観念の世界で祖国とし＼う言葉の

舞し霊に酔い、慰めを感じるきっかけえ作った」こすでなし上　だが翌等ノ鞘三

十ヨ▼　外務省の篠山声網は私にとって萄夫の肇変のような駕芝で秒った．こ

れは観念の世界から礪寒の世界への橋積L tするもつであったパ

「花見は平壌で」とし＼ラスローザ、ン∩下に周囲墜動は感触二亀岡されてい

つたで　分　亀夜と狭め意17れゼならない　帝国が爽現すればサぐに周るべ

きでみろう掛ぐ席ちなfTれぼならなし＼。生きる寧ミ死ぬ孝も血気なし1、悪風

に乞リつかれたような建議をこれ玖上牽昌ブるのはごめんだ㌦

だが将司珂題は予環にたがわダ初り刀＼ら津乾した。雫浮㌢つ森十字社喝で簡

単に深められる管の交替がしばしば奇妙に停滞した。その裏にはパーソンズ

水頭務深層婿やブランサW殊十字褒裁ちの暗躍がぁったク

ー見合鞠の行方は混沌として見逢しがっ刀＼宣い碑に恩われたが、密摺モ絶

てがらモ鵬定り方何を迫っていることを邪った碑、私唐箕和国の税額ヒ禾＋

享べ象誓酎二八三査痛精麦感じ、るのであった，

ヨ冬讐和こおし　て　激しし　方ンパ二ア斗率が額づ広げられたク呵牒吏市庁

や摺守に押しかけた。三十七夜の糞天下もし＼とわヂ銀輪夜老くり出した上

デモ㌢行なったリ或は遼行く首鼠烏耳そたり〕た¢「教務の大移牽Jは大き

なセンセ鵬ショゝ苫単三楚こして、寒々かこそのスタ㌦卜を切ったが、、その

譜で々〒なれれた易華にわたるこの苛烈な大衆選或なく　してぼ帰国葉現は考え

られなかったのでめる。私はこれらの渡敏子こ殆ノ～ビ穴かミす琴調したQ　空の

エ組感湾観に言手をつけた。確連＼までかブダリまわ古　風こつくダフ誉十二

斉温ぎ七なることが争かった，〔どういう風の吹きまわしカ＼わからなし1」摺

毯第才患月な、およそ組磯活動に稼向きセラもない私に対して、入洛こう蓋

うのでわっモク　私のような桑には全く　蒔夜ゲた時間の渡費でめったかi縛れ

なし、が、ノくとも私射摩周老希望している肴でめる。他の人が兎奪砺えして

いる曙に苧二親ぬいて傍観Jを訳にはいかなかった。空れよリレ　こうする
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：　．　一・・・　＿・・　　　・・　　　　　　・．　　　　　・・・、・∴＼

めったのかも知れないフ

今から希え考と、私は半ば学乗を殊棄したも同然であった。鰻浄倒な寄宿

・　‥・・∴　＿●　一．　　（・、、‥　　　　・　　　　、・、　　　　　　　∴

雪寛が碓蹄するかも郡れないと云ラ現実餌宣木質に吏えられて撃鱗へ凰LH観

げそが、姿壌するのは後退Uこなり、早い寄る孝が多カ＼った。（草案老おろ

宅かこした準に対して私堵それ程唾い三感じ、志し再ヾ、疲笠の港先生や研究象

に対して多久つ迷惑乞かけたりではなし＼カ＼ヒ苦痛に亀う），

穴肖十日のジュネーブ＼会談の琴葵上つ貰鰭、ノ＼考T：雪ヨ書ノン刀＼ンタでの傾

－　　　　　い　∴　＼、、、　　・ミ、・・一　・　、・　．．て　　　　　　　　　　　　一

〇番環も賓鯖かに党セラと番えば＼紙教に至りがなし鳥うに冬え為つで、昨冬

．　　　　　　　　二　・　一・　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　・、

乾すにとゞめ式、うジ

十二男でヨ「一一一一一プラット水一一ムヒ宏町言え温－ノ二つ寮葦でろゲ蔑っ七三一忍

でわる、王が今日亘すり球、人々は濫獲なく．寒林な八潮／つ或考三吉壌′てこ衷

視　たJ　温柔は晃華守演出家だ中

二＼よりさと空苧こ緩まれて、博司列象′が、すべ看ようこして誉′山喜こ＼奇手

ヵ＼たでをのんで二つ婦句乞見守る｝　壁え真言し＼歓声と合鰯、万ア壬噌岬輿

で　　　　　　　　　、　・で・

洋梨ごろに′宝って新大等各之か；†めぐった愚し1曇予＼責乏し委し日長獲～こ登巻く∴

一一　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　、

つま∴ったパ

子…二軍に打ち撮奄小旗が頭上で嵐〇王手r二ごわらく。プラ＼ンシュ〆乗車するク

慈し裁つ思し、虫をつ建て、津一環輝家動産は雫船底新濁′＼和すて牽率L／た⊥

塗して十二弓十芯道、蓼くつ萄鮮一人癌テレビつ牒巨ン恒二十つ三、演言牒㍑

宣がら出範敵軍をみつめて】．＼たつである。空の箸・磯寮が、塞けらの克く－∴さ

、・．・　　　　　・　・　　　　　　　一　　・・・　・一　　　　　　　・・二

、

ー2卜



慣習運動の影響は大たかった¢　温習三判った蕎亨最は彗三ごつへ主観ヱ乱へ

十度鞘転雲せた。浮華から楓をもった人間へと馨って行った。私博庇更の流

れ乞絶つわたり熟せつけキ）れたような乳がする。医大な岩石が宅の蘭で教し

い、　●　●・・・　　∴工・－．て・■　　　・・＿．∴　日、　　　　　●・J●　　さ・

寄となった。

我々」ま北方点く帰香つで昔ない。私があ笥竃本つ和人に、私が司へ帰る肇

芸話すと根は纏常に軋唐的な司つ至で私立鮎のていた。ヨ木にとって朝鮮は

豪も近い野であり、俄も殉殊の環かった観であ考．だが日本人が、俵も和らな

い寧日ま朝鮮ではなかろうか。朝鮮は老し＼「罵童主観」の喝である．平凡を好

鳩車が、合老僕わで代顔士になっている。人民の賓乗を奴肴は熟視ぬ煮ない仕

題目こなってし＼篭。禿々はヨ冬の老頚三象を気つ番に患ってし＼希．

正直なところ、私は日本にめ怠り本線烏をいさ　それでも日華履ダニの採卵

だき　し＼つか私は私乞商人でくれた土奴をなつかしく愚し1起こすことで拘ろう。

魂し日額、魚老ヒってたわむれた里の禿れを∴貫っ膏と‡なれば、夕筒が川面

にはえて賽食う洪水がま∫；（＼しく弓鼠射竃の乞うげながら、激賛がてらに濁っ

た衝のたたず苦しト之。：そして刻々と色乞憂えながら、神髄なグェ㌦勅こ宅象

れ笥ようにして容れてゆく山々の蚤三一一…－

さよなら日本♂

喜．…‥‥．

綿紫部紹介

し／9gク．2，ズ）

ヨ

・　　　・　　　　　　．．　　　　　・　圭

ざ回生　寵　諷　治　夫　　j回生　策　谷　尊　卑

現任、礪集客針ま、－一部香春が凍ってい寄寓餞ですがJ右

目∃生には覆りませんし、又、本務の民約からして、クラス

雪質の邦人が望ましし＼ヒ港います。学生講義の払判戒が玖刀

を濁椅Lます㌦
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．二‾毎＼

■モの環

で激し

れない

帰る尊

朝鮮は

邦ちな

一、－ミ‾

．ない杜

・＿「N瑚

・窄）′ろう。

、、　　●■

に穣っ

に宅急

－　∴．二ヽ

‾‾‾‾‾■1．－1

甘問の人ほ

輯こ⊥⊥⊥ふ⊥ここ‾ここ二二一⊥預

廷
臣

旨
廷

C Z　かた　つ　む　り

若慮一体何を考えて苛んだ？

あまリタ勢斜腎度も固くから

計分が何色考えてい穏のか介ら意くなる。　智

寒は。　ちょっと巧守（た

「境濁せ誓言寒護なり」ヒ云〔た友人の頃が教える。

ただグ項救ってし＼てく∴札

人が普牽してくれるのモ牒㍉ていたク

観衣が吟茨に同橋して←れたから

竃分に考護される賓格ウない孝を檀つてしまったJ

貰渡はベガで来し＼ようがある

小さか、LL＼馬鹿がた入明は薮いようが灯し㌦

それが大挙生だと去ったち

ニー　　．・．　　　・、．　　　　、・　　・

止めて　くれ。生きていたら28才になったなんて，

粛女まで生きて乗た夢色畏え．

欲深し、親衛とおふくろが今日まで食わしてきた

禾寮の大愚は一一一一一一　可も云いたくない。

庵末の亀Llのが大入である。

寸志では誰も斉渡してくれなく宣った．

それで宅簸猟の猛撃屈筋は采外宣巧い肇ざ

′　・一・　　∴　　　　　　　、



もうグし敵って立ち止って凝親したら

英奴が禿ぬ覇に毎分が苑；二たくなるだろう♪

今じ、やなし＼か。塩が〆人すっちょっとだ、げ

官新しい宰乞しなければ＼ならん♂‖ま。

：・・　・、ノ　1●・・・・－　　‥　●一・．三　　　．　　＿・一一．

去　月　の

王かつ教は教が歌う

・、　　　、　　∴・

畑作祭れオ

かぐわし空旦＿断つ乳か

ゑ声いつ頃hrせし＼空でや杢

i迫つ珊乞ガ＼すかにふるわせ

ますの常襲を菅谷がせなが、ら

電更の乎乞逼り戎万てし＼く

一ごま

ゐ寸
ラ　た

一回　生

金　井　政　洋

さ、

立＿雪つ覇慮巽撃ごつく　モ、ノ

づ悪や㌔忙しく養ぷ象れる簿

打撃音新線のヴ宣一方乞観リ

私の憲針はたのらいなから王そこゼサ

4）
．　　　　●　　一　　二　　　　．、＿・　　　　　　　　　　　　．一

番らゆるものが生命力之艶歌了竃緒

かぐわし空奮大きに渦ち満ちて

二つ天毎祭が乏弓を敬い

ま宵が疫々に話しか守牒

・・　　∴

（2／餌／娩
■　　　←■　　　　●　　　　　　　●

●　　　　　－
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毒等ブ

プニ　r－

■一▲
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∴亭
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n　　ノ　　　二、・
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蹄

′′′′血′　血適㌦読彗痴脅－ノ
日●、■　　　●　●　■－　●　　一　　ヽ　●

－　　　　＼・・∴　一一

二の辞ばより五戸‖二一五三わしし1、いや孟言日日フもの乞

うたってし＼竃ような範．がする。

、・・・‥、　、．　　　　一・・・二王、・ヽ　　　　　　一一

」畏ニ1，，

友　　軍

㌦車中つうちでも且頚とし＼克ぼ何かしらgiミヤ牢が莱しくなる。面馨で癌肇

からこの　日蛋不渡な害　痔に結感には　とされているらしいが、モれでも栄

司首ビでは一軍で牽モ楽しい、略の咲空乱れるえ弓であるらしい。祝免許

£甥と云えですぐに「労働察」乞∫冬＼＼虫すが、，本末㌻諾旦弓つ花祭りつことで

・・　　　　　　二　　　　　　　・　　・　　　　　　　　　　　・

壷ばれた、宵㌦哲の葉し　奨しこサ三軍鳶こ、春亡つ√日三栄し、、預りすごす

乳質が、ぁったということだ㌦

実れにしてi本当どこ、常軌吉華守が、めるようを更が＼する。r且弓」宜亨ぼ、

らし　い響き史頼ってしそ。

払　　春

電車つやから見ると丁凍窪木モ′きし憂ぐ竃ぐると太牽きこ冬空つけたミラで

珍奇が、濫轡ってよし見ると、叫叉鵬機がぎっしりつま〔て並んでいる∂　太

J斡からも町愛らしし＼矯風手車沃ノ二タ＼ちのよろに、やわらかそうで、㌢すみで

L L＼宕乗が顔をのぞカ＼せてし1そ。

・　　　　　一、　、　　　J　　　　　　　　　　　一　　　　　　　・一　　　　・・　　　　＼　t

ようなごっごっした幹のヰ二、わ′√）ような工気心ギ州が髄でれていモ言渡㌧

・　　　　′　、・・・、、　一

試射こ金田一の乳轟舜輿と圭∵て象ると－いち宣ライ銀督・公寒暦∴砥

部樹）（イチョウ酎慣軋預る三二小目観客卑り落策香木∴衆牧童常々　華弓象書

そ弼く。葦栗は寒色。＝蝶戒ご∴　　奄子悪食牒仙ビ丑　すごいめて字ゼ。

患杏ヒいう琴ぼ都ってし＼了と′′二＼　く二者緩諷たこともなし＼。「簡了．ヒ云えは宣

確では覆いが、な計許商科軋十㍗こ玖ていないこともない。「かも空々くこし

．タ」宅ノおかしし＼草で、－こう登ん了ゆ」を亨‖ノ1てみると、なる後ろろニヒ宣

あるが鵬〔公孫啓「）（砥）→（し＼モようっ叫て＼昔どうに巨託ちなし＼。そ畑こ

しても考えてみると、寛容も空、、んなん了こ温J言うざ素が一す鳶lつで、責苛と、

帽25－



キ1成り　仙き○んをん（鍍沓）（名）公布樹巨rチョウ）打棒享榊とあった。

㌧▲全く欝者もずるいもの窟）。

餞の杏（杏子）牽くばなし＼が、私は．はるかに金の方に蕊し＼∴擾属ではな

一、・・＼　、∴：‾　一、

和好空っし＼でに栄語の繹老君引し＼てみること㌻こする。まず和窮を引き、研

窺社の新帝鶴を烈くピーー物彿〆れダ録（射りKou）乃・いちょう
妙瑚↓才（ぎんなん）－なる穫これなら藷はわかるク

もラ了つ怒った肌蹴一触いちょう（妙短針）鋤返的一
弘ル　孔アジア∵ンダム、（ぼこね軍、くじゃく草の額の贋実なしだ猥）¶一一と

めったが、rz亨の愚者⊥さぞ実LL＼のだろうク　はこね琴もくじやく革も親ら

なLlが・どこかいちょうこ似ている街でもあるのだろうか。餞啓につし＼ては

賂い出があるが茨の磯食にゆする孝にする。

温　車　で

／＼写教蓼一下席

帝が脅かに簡＝つているβ　ぼっきリとはわから老いが∴土がう希おい、凄楓

の互が遷すみ、木々が色魔を一層鱒や椚こするのを見ると、なる覆降ってし1

‥：、．I・・・、、－ミ　、＼二　　L、一、・・・＼一・　＿　、ここ二・い．ヰ・■　　二二　　　二：、

にはしだ－れ衆が㌧本。

本線も喪‖こねれ舌と一緒乞楽しくなる。とんがリ慮級は奇きびのようにし

っユリと寒ちついた色相で、今に言鐘の者が、カランコロンヒ鳴り空うな感

電沃∴ぢちいり誓うだ。すずめはか蒙わヂ架しげに、木から木、木から優徴∴＼

l∠確がまわっていろ。時々つぼめも盈リ過ぎて行く甘

薯がど、っと笑し＼、ぱっと戒に遜る。つつじが酎こしみ為ような果しコだ。

亀　　車

乗験の舞を臥　欄陳当番だったので透くなった。電車吐混んでし＼苛ので洛

すれこ立っ。雨滴が、ばがしい豆っかって、脅かに落ちて行く。磯の考慮怒れ

るように軍い。軟浄老索だ、れが塩わリ、直中で落ちをがら次々ヒ薇に売れて

行く。栗東鷺し＼たかのように前へ泉れ衰す。電車酎亭った。番∴二膏、賀、灯

いたり消えたり　しながち、すべての萄滴がきらきら壊し＼てい為。「常夜」の

セロ　レーベル互凰して烈葛ヒ、軍属町史盈ぎたようだ。闇夜日日こか介リ、辺

りは暗酎こつつまれてし＼為が、朝日舎舘の方は′指ヒ粥香い。摩りる嘲愚老

する。

－25サ

一ヾ一戸！

＿．－　　　　　　　′
′‾　　　　　　■

二　二′　′

＿－　≡F

＝ニ‾二丈，

dr　一二　一

‾「　TJ

．－　．三

。ノヽ　二二・ぞ
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た。

二、i■‡て

三だ㌦

ので絡

ま怒れ

売れて

襲、灯

象」の

ノ、辺．

呵簸セ

刀ロザ之の

COLLECTED顆PERSの車から（‡）

三回生　青　井　諦

W．日．Ca′しみ‰現　し／㌢ヲ∂仰／957〕

偶々カコザスの謝文殊を人草したので、筆をとった異才であ竃。彗森に、

小生つ生まれた茸は／93ぎ草で、二つ草に搭せ界つ繊鰭馨寮にし　ノつの噴兵

が冴れた竿でめ葛。即ちガロザスつナイロゝがそれであり、ドイ、ソでは、一

才、Pe Ce F∠之4肌が摩られた蹄である。な焉翌／㌢タ予等」こぼ、京大でグィニ

コンが発摘された撃は岡部のことである。だかち合戴銀盤は、私産の宣命の

生濠ヒ共に、発育、発直して果た次で、空の禾禾たるや尤浄鋸、為るもので

あろう。

日進閂サする商介草の分野のこと攻、横の訝文集も、環草、古きに蜃する

かも郡れないがし、r潰壱殉粁⊥の宙務も替ろう鳴く、「古き乞尋ね、新し空を

却巷学」モ大切笠率ではないかと愚う故、この他誉賓をヒった喪でめ為。

カつザス堵養分射た単について∩私室の幻滅を務濠空だそとし＼うの磯守ら

ず、まX、エ額折目こ常用をる会衆密会休し。ん　針ナイロン等うつ進学発薇の

要望寮いた誠に萄鞄な研究者でめった。突驚、横断ヱ車という葱期間の釦こ

頚々が叫生かかって毛出家なし＼片も郡れ宜し局うなせ撃を戎し蓬でたのでめ

を¢

喝、横の生涯に乾し＼て、繹しこ荘川たし＼なら、葦本稔寮rナイロンの賢見」

三番線せられたいき　二つ吊覗与煉、本菅野圏薔霧にi席打っていろ。人生つ

喜成が粥にせまって未竃ような本だ㌦

ノ澱の壷舎及び蜜合体一二機才為研究塩、且つきりした二つqiのから太って

いろ巳云え石へ　印ち、

・　　：　　　　　・・　　　　　．　　　－．・・　　　　　　、

出来物′‰／み毎糊的五感ふくど～劫／乞ケ読1へ揖・
っ二帯で訝）呑。

、　．■：ご　一・・日　　二一　　・、‥　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、　・．・・一

一27－



圭
T

ノ＼＼こ＿仁っ右アイ・リてイト∴六しリエステル、尺がポリプフンとこドラメド孝で壌

蟄朝憲鼠のでめって、この節晃は輿に合或ポリアマイド教義ヒしてのナイロ

ンの観象とし＼うエ衆上の発壕の室とヒなった，

刷は釆観衆の転己禰髄、符に、壌素及び舷の置裸体色合でところの来観ブ

タデェ＞系の竃石河昭によって、乍られたポリて一に痢するもので、ここか

ら宜、二つのアセチレン木ごリマー」町ら、ヂィニノレアセチレンヒ、ジグ、ィニ

′レアセチレンの化学友禿‖二法零が何けちれている¢　この節私様又合成ゴム（

スオブレン）つ餐像の尋体ヒなった。礫の謝文の大部分＼ばLJ♂宜ルrL，パ労い

まず、沼　より鳩めると、これは夜がノラヱ占算から／9gダ峯の牒に書いた

よぎの紛失からなってし＼看。液は芭犬分与老作り上げ竃売電を、感合習合、

軍規官舎とにかけ、それか巧の過程によって、長束た水0リマ／乞夫々、Cポ

リマー、斉木0リマ〆∠呼んガ。即ち、

毛パー山／

＼

鱒金蔓合－→〔こ　永ウ　マー

・・＿　∴三　　　・　　　　・

衡こよれば、蜜合〔榊）とま
■・　　　　　・・　　　一　　　　．　　　　　　・・　・く　　　・

＿　　　・　　　　　‥．・・　、、　・一二　一・：・　　一・一・

、・了　　・・・・・　・・　　　　～　一

節を、蓼くつ媒た介iガ、結合して、巨大介早老肇壊す希ことを褒味する。

・　　・　　　　　・　　　・・　　　・一　　　　　　　・

分享が褒合す考許の箪馨洛kL＼い、富合によって虫釆そも

のが、太0リマrでめ寄。ゴム、ポリスチレン、パラア七に

ァ心ヂヒドヤオレフィン、ビニル弓　合廟のポリマーが空の

例で酢苛つ＼彗工車線）　モノマ㌦老来ヒナ竃ヒ、－／六一

、・も　一・．　　‥　　・　　・一・　二　・　…・　　√　日

生れ乃ポリマイで祈る。　　　　　　＼

C一㌢此㌍似：一　之ノマ【の有償鱒金によって得られるもので、モノ
マー〇分亨衷綜構造．単症の毛のとは異なる。頑合のて賢二水

で」α　脇法　帖3率の簡単等分与が敢陳かれるク

、・－：・・・・一　　　　　　　　、・　．：デ　ー　、こ　∴　　一・●　　　　　、

一∠8　－



牢で嘆

ト1てコ

キ艶フ

ここか
ヽヽ

ウィ　二二

ゴム（

．一行・－．

・三1．、

，．・㍉・

する。

量りで

と　は、

ア七ト

一　　　　　一一　　　　　　　、

‾、一1　■‾

で家持

、二ヒノ

葦．二・．＼

裔分与

車つ富合単艦の琴で・断つ苗／抄読甥孝に承れば＼、ポリマ

ー三橋歳している甲のこ燭のラ訂、ヵルつ孝である。ポリマー

の例としてば、セルてい㍉ガ、シルクフィブロイン、ナナロゝ

よ占、テリ　レン琴芝上げ＼る。（図工奉戴）

しかし　農産を∴　量孟∴　上のこつり分け方だげでなく、‡っ∑欄か〈介けちれて

し＼為ク　例えば、軒璃富合、癒合濠倉、紆瑚額倉、礪環百合、膏困紹客である。

くれしい率喧琴円の車、老参照せられたし＼＜

カコガスの（i）〔よぎの鎗文中も工から芯EJ鼠のもつ宜、主にしてこ虚

妄験ヒグライコーノレ、又は王、ァマイドヒ∩夜奄に句けちれ、研宛しそされたゥ

その夜詔が起これば、し墜介手蔓現しもは恵分子量の直鎖疾ガリマイニなるであ

ろうか。又は、反煎養え含まない大きし＼贅、或い詫ノトさい零にな考でち巧う

／か。二，つど、らちこな苛かとし＼ラ　乾性桂／フいて頚守られて劣り、又索禾た合

薮甥の分子蓼は幾程でめろうか。とし＼ラ兵に終鳴してい召′．

浄キ芯上意豆LXⅨでは節介貧仁こ、珪あそが、毎分ヰ七を蘭つ挙動こ濁す董

句題が吸われているっ　‾ポー十エステ′∫、、7㌧仁アマイド雫＿　尊者にフイルム：こ

萱逢され　フィラメントこji摩悪誉れ竃。懐高／て、香合寛．七＼∫♂㌦夏〇　乞遭え

香と、宅打席賓底、簸厚乞摩壕隆之象わし憾め、二つ衆年生哉雅浩容液から

又は、癒赦妖魔から言番数打亀であり、紡糸す章二と＿もできる。そして塗療

二肇工よ■つて、ま産材の穐度ヒ、たわ孝塩生増無し、老沢が野鼠され考。圭

儀つ水も洩らさぬ、しろろいつぶ、しっ研究から生まれた宣のり叫つがナイつ

ンで釣り、ネオプらレンであった。然し鰯珂7こ天芽であろうとも、瑠何せ香ノ、

千資は入閣である古　城つ研完の網を威げそのが、ポリエステルのチリ　レンで

てリ、ナイロン古でめった。蔵が孝之っ汀ながら、洩れたポリエステ」／宣、

テトロゝの薗宗易の下で市東雲れている。

・‥・．　　　　’　　　　・、　　　・・　ヾ　　・　　一・

二庄賓と生凍法が研究されてい為。生夜体の異風が3mよっ教と窺掛二言喝塵

ノて方リ、又、βの正教と勘こ変化することも判増した∴，一一一号久上が。こきの

ここ■・二　　一一　‾三・、ノ　ー　●　・・．　　‥　　　一　・　　　　．　、．√．

∴．・・・・一・・一・＿、・・　　　′・　　　一　・・・一　一l

朱Jているもので、又醸嚢が為れ豆廃れそこヒにし護す¢

叫29“
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仁木㌍トマー〕

・　、＼　　一、・

（モノマ〝）　　（構造単鑑）

‥－CH－C巌－C膏－C什㍗・一C万一⊂巌一
g　　　　　　き　　　　　　　ざ

q椋　　　q石上　　　Cg甘㌻

（承クリステレゝ）

一C賎∵C召Lc巌叫C付ト　C打力
i j

C塙　　　C塙

H C〃ここHヱ

≦

G召∫

（スチレ　ン）

C〟＝C巌
王

CHj

（ガリ70ロピレゝ）　　　（プロピレン）

ーC召一C召2一
」

鳥娠

－CH一CHユー

■■

C才力

乞
∬C伍－CニC〟－C巌－C〃コーCニC〟－C巌一一・ぐ召ヱニC什－C〟ニ

f

C塙

（ゴ　　ム）

（ポリマ㌦）

7
｛

抒ハ
し

7　　　　　　　　　　！

C〟3　　　　　　　　C塙

（イ　ソプロレン）

（
L
　
　
3

一

一

‥

H

J

L

～

－

∴

L

、鶴′
し 〟－C〟ユー

＜Cポリマ十の例＞

（毛ノマ㌦）　　（播護単肛）

抽㌻C琉－C紘一0－C〟2－C〟2－一一一一一C〟2－C巌－ク〟

し水温リエチレンクライコ〆ル）

〟鶴イ巌へC∂〃甘－C昌一C∂付〃－C石′2－C（フ〟〟－C／十一C∂－
＿l

C／亮

（シノレクフィブロイン）

cHユOH9日？H t7日9日
L．j CH C卜喜

粛く乏
．ヽノーニ

玉音H－。
晶♭〃　　C掴H

Lゼプレロ㌦ズ、）

CH CH

訂

村かC巌－C／亮一ク召　　－CHrC賎－∂一

にテレゝグライコ㌦ル）

．・・●‥．・　、：て　　．　一　　一　、

i j i　　　　　　き

〟鶴　　　C巌　　　　八神一　　班

（ブリシイルアラニゝ）
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（テレクタル轟）
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一

＼・一・　・　　　・　　　・、　ノ　　　　ーー‥∴・

耳吼・塊／仇・ざ鍔ノ　逆■　劇払い＼夕日ノブぶ））では＼必読励声伽ノ

、．・・・・∫一・・　　‾　　‾・・、・一　・一　　一・ナ・‥∴　・t一′・二・〇一

ウチ飢ノ　8秒花成長けは必省都空軍の脇等孝に触れているd

カロザス空／ヲゴア蒙の証督日和の或る弓、現在の耽れ一形しん紗の
隆盛を知らずして、計から、空っ命、老断ったのぞあった。

、・一　こ　：・：二‾こ塾　し、・●・■・‥・ノ　J・・　●　二・二　十一、㌢・喝・

乞載せる予定です。

√帝　日日

二回生　ノミ＼てぶて民

八色見るヨといっても、素は課して空の人つ電車や應度から空の人々経絡

や性質を知るこ＼乙老いってい葦のではない。私が以下に逓べようとしている

二、・式　一

人の顔乞見る針言、見る人々／こよって琴音名っ布空っ時の人間の吠竃こよ

っても逢う。例えば、亭夕束が長谷川′宍乞見る絡、攻はコシドン・バリの

張でうらや苦　いデに見上げるでしょう。悉谷川㌦大底、入朝にもこの辣な魔

の等宅が怒るのかと弓芝丸のるだろうp　撃墜の碧空塩草有肇を見る緒、載寄

せあの昇の下史観食がめれば、櫓えまげてそれにカ吏こ巧たもので患かくし

てやろうとし＼う斗級で見為。教務は項寮監筋する生産史蠣Lも塗で見ない。大

対象立見為蹄は級風芝下げて艶め為巾　しかし鼠ちゃん底本すら終鹿慈しに乳

希t。麻原の夜頃老若Ll犬帝珠希峯にあふれた級で挑む、璃啓顔蔑宜壁ろを艶

で見考。永也つ入部の周幣、指先や孝之見る敦は玖上のもつと又輿をってい

ノるら　水′仕常により肌色を繁った人の手は思慮宝鞄で象られる。萄の叉に収で

鼻の頂の賓いもの（上凍恕きつ人々か尽す薯）度確かに蚤をこ宣、とても蒸し

すぎ為。しかし甘艦で　峯老いた人で靡々ノダ浅れ上上　しわ摩＼ゎたかもプレ

．、●．　■・　・・　・：　・一、　　　　　・・、

スカート下より見え竃ナイロンの濠で軋まれた二本つ葺ノの萱象る琴按の薮

は・これまた経礼を轡竺きっていい為。ドトアヤリッシ∴フランソワーズー

tJも：1‾



アノーレヌ’㌦ノレ革の輩針まとくに美しし†、乞て毛魅力鍋なものである。竺㌢‖こみか

えて男の卿は暫し＼毛でガあわれており、まして繹耳のものより轟くて見るか

らに灸帝が落し＼。す蛙のものでも外彗入り軍師ま日本せ性の間亙りょうがレそ

し＼苛。ヨ本で檻のものは筒型とかぶら型が韓幣に争い。大官からの塗布が現

代にも影響しているのは正宍蟹索すら之儀かせてい召上

奮　　　蜃

私意書博します。わなたの肩を抱こう、乙したことをゥ若様ヒても実し曾っ

た。震ヒ僕はいつもの二人だった。だが、僕の骨ば、し＼つも和栗ではなかった

つだ。君の、蜜靖老乳てい等番頭が、とても美しかった。礫は費がっが意かっ

乞。君ぼ虜の寝愚に－孝一デと直すし、て釆て1たのど。1＿や、衆や哩が、碑

え空牲射＼鱗の把が、壁裔立岩に荘ブけていってし‖色の乃㌦

私は奮冒します′，

私堵者召します。今ヨゴロツ早老晃烹〕た。蒐塗す√琴ません。私i宣患わず’

外史見ました。私は兎ました、ゴロヅキが頼れ用＼らせて少し仁てし＼くのを。

・　．・：一一　一・・　　　、　　　十　　　・　　　　　・：　‥・・　∴

ぐらす八さえいる。またその饗にもし＼ろし＼うめ竃が、こん昔いわれは藷でも

忠孝ているので鑑三なし＼。しかしまた習性の婦も魅ガがあ竃。紡肉で満たさ

れた健康観在象の夜鷹、その上にぼ萄汐の覇空軍毛、牢渾意味像㌧舞に会せ

怯めあこがれつ鯛だ。これにもまして世の習娃ばしトくらかの恕ヒ乗にめる；「

こくぐる。車はうす措く、前方だ万にライトが磯巨穴：れてし＼竃。奇声に、濁者

（、辛にムーード膏策がなつてい苛。それ意見つの召欝が篭絡、々、々叫一一一一

彩がぼるカ＼狩れこのらくらしてし絹。時には観富の車にば血走った薮をし

ている毛の三えめる．絶ってライトがっくと琶ぼう鮭乞している。餌かこは

輿がぁって次の晩画を希ってLlる。

一一　‾・「　－■

＼ノ＿■

生

・十、、　　′

局よ　し

う　の

す竃

は婆

諸

郷薄

霧竜‘

・　一・∴

てい二

乗が㍉

」．章二■

貰埼・

こ、・rヽ1

雪コ　り

台霧〔

啓ら7

眉意ノ

顔、にj

‾イ■■・二

礫丹：

義輝、

（敷き

拳で・子

葉で頚

つが、

横宣老

つ　二」で



」

l

I

－

曇

き

i

…

1

．

1

．

．

、

…

！

．

．

J

1

．

．

．

．

＝

．

1

、

主

．

i

．

．

…

1

．

．

ゝ

、

．

，

二

二

！

三

．

．

。

　

．

．

．

く

．

．

。

　

　

、

一

■

．

生まれつき慄もろい巧が災いして∴別々（嵐勅諭．のため筆をヒらね忘滝宣

なくなった。いで断っておくが決して璃集奇異藷氏に怒空っ雪、れたからとい

巧ではなし。摺殉頚々C終刀把が一致して嘉蒸した磯蘭鋳であるのに州亀

す考轡、空の初志に著しく遷し1夜をつ状魔乞う什えての肇である。さて前置

は塗れ疫にして一一一一日。

諸悪点三協拳に塗られたポスター仁と㌦＼ら本学に観童希があ′るという事g

霧巻に慈立入れ／てい為已L＼ラ夢lこお灸宵三の諸寄もめろ分と亀う。乙ノオi∴大

多数つ萄者が空れ玖上の孝之理解してはししまい？しいやもっと昇しい孝老巧っ

桑が付いた一缶であろうと畏われ考。宏もこういう彗倉もつい薇瓦まで、最哉

招芝架り和泉すら看貫要衝Lを宝かったかであ穏ウ　絶賛暮雲春吉乗合強風、わ看

貫筍で考為という二とは、驚覆親のうちに番っていた　の「、逸肇が疫つ茸

やつ彗谷芸竃、壕餞　茎吼　小唄項写どと、明宮㌍毛邑引がら竜三1、言残八三

番㌧＝琴仁万㌧っ冬もしっでろ巧。ぞ掬、義増　しう二三し日　が葉菜レ1丁寒を十二河亨を

台詞の純空もの、即ち索隼〔亀で度琴）ニ夜至にした乾ごめ護撃ち一ど亀こ1‡

牽六なかったつでめる。むしろ有司なる度傭人のや恵盈ご㍉江こい再誓紫　て

殊に又、巧つ壌なジフAサイ孝三や六玖去凍らぬ打．ろラと、葦に∴三墾」ノてウ

ナ＼ンデい孝ぢ正々〆＼かえフてす質そうJ■こ直ノモたるつごみを。しゴ巧に斉㌫象

磯介ら二次して斉ケヒ／つ合＼／いこ蟹ちれた∩√こみちヂ）入部手で軍司どなり

象濁、菟発つ愛野‡礫の、わあゆる会に希瑚する巧、豪家F二麓呆モ各ざす者

（敦賀としてで甘く）が＼、象りにも争い‡二蓋う翠と二宮し、た【つで衿尋の　丁′受、

、　　　二　　　　一　■　●　・　：　　　・　　　一一　　　　　　　　　．　　　ご　　■一・二・・拝

、ニ　　　　ー　＿・ご　＿　　　●・、・・’一、、　一・・、　・　　　　　　一一、　■　づ首．

1つが・それ号家筋の努／額つ峯留で嬢・ノみろ〆られる程であるジ　習う‖こ右忽

陳′宕着席／が帝にして王、主題丈して．脅工攻守二項、盈遽孝如ヒして宮と牽

つ二召，頑々白身つ乃どこ機鋒し再考iニ野草程よ感鹿、工象一教協力して蘭

・エコー



滞∩寒や篭範を観質す巧緻公が、与えられる。そソてそ；1篠を金か＼洩って惑太

を魯ゆてい‥急。盈艶′∩乾策としても、沃して姥のスプ紆一＼ソ団漆の空姓に勝る

とち腐ら‾冶ものと恩う。空れでは果してどこに盲家筋でめ考能舞が撃隻つ蘭

で棄帝される野収がわ竃のであろうか〃　ご≡ノ、ムサイ　ヒ椚乳思え布施に帝熱乞

かけ竃音域巧であろうか。誉れには沢の棟等馨が考えられる。

才一に能楽は乗りにも輝く患卿れぬ浄像でみ竃L L＼今季であろう。草生は

常に研究力憩席を忘れず、趣味藍楽との倒考えてし、、るつでは誅く、それ孜、

決して者足らがの患い撮りに覇足してし＼るのどはなし＼ので診る。家々が今、

鶉を召し、償めたとしょうむブ笥ヒ一箪もたたぬうちに軽く初タで憧多毛が－

痔数え竃観に在る、日や牒㍗こなれて奉ると亘った君がよかろちか。そして玄

人の乾寒色観寮す春野など．鶉を壁解す冷帯説で射打か㈲足りなく、次し＼で

舞台上の蓼に輿稀府凍いて承る。そり酷寒、ノ仕舞（罷条に於て環も印象蘭朝

倉つ孝之瞳く簡単な形式ゼ舞うもりで丁寒蟹のデッサン暦年ものであ竃1を

肇ラ寒になる喪でわ考。そしてそれも旦めば’次に轟癖字、塗して僚枚には鮭

壌f二まで／私行かで祈る。か冷、学生であるが常に余涙管発令とれず、全ての

考がそこまで搾行けないむ又行けたとしても硯額は庇ゲし　芳しいもので確

なし＼¢　しかし後々は教象に省け苛研究の態度を寄り上．翠台の上にまで廷蔑

ミせ・常に廃案の本項、乗代に分け穏在り方などと考え軒鞠しっ／）、日一日

し進歩してゆくのである。そしてそれでも釣魚楽は象々の粧服し見ない毛の

で祈祷乞いラ肇である。毎分がこの直芝かじる華になり、アなからす襲義を

惑、ず葦の毛、篤楽のケ蟄！こして型に参らずり即ち乾のこころ（亀玄恵ど）へ

・・・；．・　＼　　　、　・　：・

又労二ヒ考えられ竃孝は全ての大挙包冶滝廟と同じ、く、尊村的、対外鶴に

司解の薯の積‖こ宕Hr竃八割岡殊であろう。牽内では毎分の専攻を伺わず、八

軒承れ1上れる痛覆、寮内乾生（本尊で法楽村、両頭、承本各免宅、塩叶筏）

′つ下に英になごやかに痺逢できるし　又潤季老盈じこの発教会に蝶、各大撃

が非零に協力軋　額士約でわろ華も禽楽部の俸教であろう。肇射こ本学の束

で天とのノ＼イキング（零せ大とは合画学生乾生媛めてから舞に㌻草乗りの正

こ　　　　・・■　∴　－．　∴　　・●一一・・　　　　　∴－1

ヒまれ、安生範が＼かくモノ登覆す考の絃以上つ明き寛恕からでは任し＼カ＼と、

ふと薫ったので許否。乾楽てめざしてりナ署淡い声七学食の偶から囁く肇ガ＼

替れば、以上のような孝之｛翠し1出してくれろヒよし＼ヒ愚う¢
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積ガ反応入門
岩崎研究室　 怒本　喜代－　　 を

i

∴．・・ヽ・・・・　一　　　　・　　、　●●　・　．　・

本位・ニ式＼門井を丈うに轡競い乙径しいとの簸寝と、嶺嚢蚤賀」つ矛より更け

杭　　、　、　　　　・・・・‡‥．望　・、ヾ

範で、ヨ曇真現下つ猪又砺らは1‾積分夜菟」と蓋う亀つ夜港を珂いたこと

がなし、亘ろうフ　ご几な教科書ヤ季考者老呵Lもて葦てこも薮′プて㌧上目　しい。学jtは

当然のことでわるゥ　二やr頑牒＼友香」とバラの紋、汚れ亘の御大・宕増徴周

の新選衛でめって、一書で蓋し表わすと　温寒あるいは時間が㌦定に環椅こ

れなくても二つ擢練武こ■よって　モ軋らのズレが璃蜜由寒で肴に均一な蛋賓

の和之つ二等ことが出乗ると互う（つで新香～　即ち混夜隆嵐がどんなに食って

吉、仕込式の衣鮭の再現性がこれによって凰荏容新二先考ヒいうのでごり章か

これはエ寮上にも非常に豪草なニヒで、絶って笹木完封宜し贋覇王と乞絶賛

二帯革⊂与え手ミのでめる。翠に　空っ莱覇節句贋が詫わられてい竃好

●　、　　　　i‾　…一　一＿・：一、、．　　　■、　一＼、・・V．、こ　　　こ　●　●　．、

そしてそ√つ車つ叱婆夜重畳牽粛つ牽蔓二刺さ終え。モここ惇」ヒ老薇化の逢貰、

東森藍藻つ利息逢、頚膏の　次数等々が硬耗宣教式と違えて蛋かれてし＼希だ、

うう。宅の竿で、㌦定つ茂愈進行度を碍看た．畑二は、即ち甥√音義頃の郷三

つく窯汗∴ま、岬定．つ愚老に〈更の紆嘲れ虹客でめ石工蓋う孝之昆虫すごあろ

う。そこで衆も簡単な〆深夜諒の希合につLlて象関して忍よう。

・．、－＼一　　　一　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　・一・・一

時『Zク7んシ　磯に薫のヱアシ多㌢′ど㌔、介終してし＼たど守ると木つ残りつ渡寛履く克一之）

孝いはCつ生薮乳雲まd与七三で、これは㌦乳泉鷹で慮そつ務登のノ　の貴賓に

比例す葦子ら、症／克三二免（a－ス）　で教わナとるこ貸教生分数して頃合了

一章Y∴　一ん（α－ZJニ佗五十二㌃，シ正，　が′率られ、温帯初新家律は三二ク
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

々
ノノ　∵÷ニ・ここ　亀吉
’∴　いて

と　ノよ／冒フ

即ち．克（写亮一－エノ三三に対してフクコ＼ソトイれで卑牽乞互長与喝㌔寓ら佐

一－35－



一三つ薫雷Lが二つ寛恕温寮檀教条いり雄‾弓　で牒・毛。

牡泉はこの衆と夢虫し、それ耳一定になることが研究つ対象gニなってし＼た

ようで殆竃が、額分乗魔の‡軍務によ名）と、ごり煮え方セダし砥汲して兎の武

生次りように費えるのである。

今、温度丁予悠悠∴　碍牒頁燕でせ、引き牽LUて1了K・でえ逓打句亙環H∵ヒ…

一　、－‾・’一　・・　●、、．　　一一‾、－．　－！、；・　．　t J・

（侃一丈刀）とし、夜南風席嬉教乞夜L憶エー‥‥痘窄、とすると、

、　　　　　　　－　　　　　　　●　　　　　一一　　　●－　　＿　　　　′　　、－　　●　　　一　　一

．　　・．・　・　　　　’　　　　　　　　　　　●　　　　　　　・・二・、

易乙（戊／包－エ）空港′三才十危三三ヱ十一一一一日＋考¶三γ　と寺務（，数教が韓

＼一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　、　　　　　　　　　－　　　－　　　　－－　　●、

為から、‰し鶴、尤〕＝（私十亀2十…一日十∵料γロムg Lなり、これ乏徹れ二ま

で射そこ　　‰㌫＝恒星　　　　と定為。
教学節目こ填全　当　前つここである。この当り前のニ亡が＼今までわが軒つ

卑定りす世界よりどこにもこの実験約鼓網癒勿鞠のこと、このよう′な擾浄式

美雪し、ようで初老。現に争くり文豪を鞠べても似たようなはめってもこれと

を＼申し’考えをしたもの塩見当ら甘い。∫ち奇人はこんなことは河も新しい渾

韓でi河でもないと云われたが、この蕗、私はコロンブスのあの軍亀等盈施

工潤し＼衷」．て、世のかこ音別可に儲け膚しみの報い入り多いことかとっくザく

魯∵フここ．rこの軍も砥何にして立て為で」三二同い、人々み葦宵ヱかしでる車

、　　・、　　　　　　　　　　　　　　　　　一　・

とコテンとノブリ、辛上に立てたと云うが、諸先番が喜しこの矢を敦賀経って

グち、戒の太蛍の比琴の学生に伺フて「竃軍師互恵に斉化す寄蹄の殊薙進行

、●一　　　　　一、　　●、●、　　　　　一　　　一　　　　　●、ヽ　　　　　　　　　　　　　　、

だろう。こんな帝の・町疾さLL－＼ラもの昔また格別でみる。

ここでもラー贋、親分夜番考之よく象て双よう。そうすれば＼一見して講究

、　：・・、、　一　　　　　　一・　　　、　　十、－　－　　　、．・ニ‥　　一・　●　ノ・

そこである。ミラー席珊獲化撃の教肇賓壬喝いて琴寸う。そこには、茂煎逐

賓に対す召還賓の彩孝三合運針二者わす靖彦息ア心レ二ウスの式

、　・・二　、－

1、・一　へ　ご　●・

∴　　　、　　　ニ　ー　‥　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一・＼・、・・

r．九飢吉　井と宣嘱弼舞で老け誉れ意とまうのでめるジここでEは清隆叱工
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・　　－　　　　、　こ　●・　　ご　　　　　－　‾・－　　●・

穴に、週夜が一定でなく、彗肇に変化するとしても空の温厚と時間との喝

廉というものは、どんなに複雑でわっても啓するに混濠Tは拷珂乙の塾教ヒ

して葱わし帝希。そこでこれらの2着ヒ組合せば、鋸ま即ち時蘭の函数であ

る、、という　ことになる。

灸二十T）

丁二才（三） ト衆ご招く亘葎恒）
絶って乾草務介青海和音計算可能であ等。妖ぎこ、積分薫香式の竃弘の膚乞え

一致であ畑よ夜香車の愚寛が翫′酢こ変化しようヒ三、左汲つ値邦ち森本盈符

：：・　二　　・、一　　・・　、－、・・　十　　一、　　　－：・、・：－‾

‥わ香。又、夜応醇抑二葡腰つめる筋合は、7㌧レレニラス′つ式つ亀弔可髄や餐

圏内に分いて愚考立直窒変える二と‘ニよって空っ葦屯豊年葦女′定こ像ウニ

ヒが蛮煮るつでわ号。

屯で藷だ締塩、グー＼メ〟‡シ三ン牽守＼宣後産こ、混寛一亙さこす竃宝んて、

河だ、斡飯打つこじで藩Ⅹいかと考乙呑だろう八　七学反菩ヒなつ／Zく巧乙

夜う凍間塵か郵三才）。考案葦を奉り、塀教戒環押　　巽に豆たとえ垣漫こ

一　　　　　　　　　・・・二　一・　　　・　、　　　　　　　　　　：●　　　・・

禿　た、摩⊥二　空た　す笥二℃庖∴二二葉上殉んど麗し＝こ告二思う。蛮し

てや、仲夏つ竃登貴通乙竪ちすJ二、ラ7針でこ於いては類竺ちつこ工で葦毛わ

予え一フてこつ環分有育つ啓発、こし＼うもりが、香華二号亡者サ寄オーートメ一二

てての磯舟及取水三え解れば、各項と繚同を月ヘヤぜァっ頭会せとげ、わろ

－　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

二の実験明証軋ま、週＿表象夢の先輩蓬に去って盈鼓されて針トノー嶺の亨ヒ

学友や破朝練のこと、頗経など＼スコ′ス観卦二かする葱戴　相貌、熱束の三

大凍煎、そして威醇化工に針する樹脂細工の幣のベーキンブ＼賓には高倉与

り牽合友煎≡二まで及んでいて、親電は主として憂合皮呑つ斉嘗つ舞験牽定喝

にカを注し＼でし＼るp

そこでゲ々硬後手こ謀るが　親分賓合反語ヒし＼うことについて護を象りて蓼

よう。モノてJの重合、浮大都して岡魔友育、宜景長年、準正友毒草3つよさj

なり、空っ初めには太接等千の琴寒風　ヒいう義教上つ掛可軍手予秀苛β

、－、●　●　∴　一　　　　　　・・・・　　　　　　　　　　　　・

領分雷合夜奄式は沢のように毒えら経た。

－∴∵　一一一



・＼　　・一・　・・　・　　・　　　　　　　　　　　　　　　　、

．こ　＿、　こ．∴1．∴　　‾．．

ここで、汀i富家煎政行寒で、香合の礪合は大童2猥友兎であるようなりで、

そうなればゴ　ロニ／針スト施　となり、三日ま琴革新閲しん「5〕ノaf首モんマ

ーの裾象虜（殉難），工は盈掛旬までに東森した濃密し刑移／gj′教は及

応選慶庵教〔夕完粛諸加）で珍為。2次衣愈以上の希合の灸の単位に豪儀宜し

肯ければ應ら宣し＼。

例え釘、大戸FLメタクリ　レ州卜の渇親電合に労し＼てはモノマーの初演度が

纏常に轟くて、め等程度雷今すれ感奮㊨液合体がナノレ化したり、即とはり

す為ような条件で吐、全て辞両日二対す竃重合朝生或優り密猟はβ字形を泰す

が、東胡％現下ぎこ希釈された各衆で痕、即ち／／ク∂鬼症く雷合が鑑んでも漁

灯考常夜乞保つような衆仔でぼ、官金生義塾濱は二次反希に庭ヲつでめって

項分点煎者は　　　　′
αWスニ

仁二＼佗・dZ＿毒　毎よ乙
f♂拍乙　　となるク

二の舞教約数網の骨も首鼠の牙液はニデ以上の恒温須恵実験空行ない、残忍

つ矢数と碓蒸してこれぺリアノレしこラスの家老牒し1て壱娃化エスノレギーヒ濱度

彗草を求め、沢に夜風東森実験し承ノ賓を催零に費えて行なラ実験）を行ない、

竿れr紺如た及随行如哲軌二、横倉衷癒射り絹により糎た廃盤
一之宝転巨∵アロットして∵　二の両者が〆∫∂傾斜つ直究刻礫にあれば上武は成立

／フウて‘りって、即ち、境か反常か敦弼されたとし＼ラことに在るのでめる。均

斉之Z璃両者のデータの牽′ei嵐リ附し了であ竃直弼と摘ヒ・つ女臭

上り軟め竃の又、f舶ヱ塘寛は一定綱の碑鞘こ空っ野摘専用定する
′つでち巧から、学の温度之ア心しこラスの式により衷喬邑貰慮浪穐きこ棟斉し

紆護申二つし、てシンフワソンの法則‖こより教涯硬骨すればよいのでめるウ　ミニフク

、ノンつ速射は、汝二タ（ヱ）に分し＼て　各弟に射す為れオ考断固の場合

程・レきつ試射　危　′∫＝÷ん（か十4才二十招3十弓写ヰ十酎）が＼、写／Jが、≠教

麿つ場合鼠納っ法則　友Jこす射針十鴇二十ゴわ十鮎）が邁瞑れ
・　　一　　一　一　　　　′　　、、‾・．・一　・　　　　　　十・・・　・・・、・

免正線度蹄喝の邑句であり・汐J療退席剰定時に君灯る各つ健の膚であ為か

ら雷琴に計算でそるだろう。

疫リにつでみ、本栗橋を感鯨化学科櫓網漁「チェーン⊥に礪威すろことを

ぢ許し下さった岩崎教虎に席・U間組牒し上げ箋づ㌦

一元－
チ

…

」

が



軒家賓紹介コ　‾∵∵こ　‾‾＝‾、

藷蹄餅究尊め〆りィー′レ
一月召禾ロ三十五隼二蜃一

岩痺教授を肇蚤にその常春は多彩をきりめ、療勢三十余島に謹する本研究

豪は　今賽も多方面；こわたる研究環賓乙着席教授のモットーたる月宜艶　だ第一

㌢ケL麗々－すか血糊たらんとする筆碑窒＼研修生、乗務隻蚤々ぞ春日活気

が鳶痛＼れてし＼考。先ず例草凰リセのメンベ〆生家統酢二鰐介すると一一一一一、

覆子霧観象脚・顔衝動教務丁藍屋卒衛生（巧く謄命礪乗り工衆化）

研究聾（

繊醸働轟の

電艶的研免）［
盈璧ク　（戸）く肇の樹脂か口工）

鮎　ノ　（円く感まめ鶴の帝免）

」亙資　　（戸）（舜色に関する草原）

ビスコ㌦ス柵高橋劫孝　「　一塩蕊」・亀　革草　生生　嶺か子溶液の粘奔鹿野

所見雪（‡孟芸忘
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適　　　　衝象）

くせノいコーズ観鑑の簡水璃壬）

（ビスコースつ璃壌）

、　　　　・・・　＼　こ　・　′

日計か㌢卦体の梅澤＿捜鶉研究）

（リグニン廃液中つ覇効看礫或

介の骨髄痛製）

轟須賀碑啄宜し合束弼解り石野魔）

化学工営叫岬松本蔑首岬「一旦数滴津衛生凍厳密態の鞭に㈲する野党）
強
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告項担う　ソ（債分ベ一一キンブ）

凱
珊
　
醐

（ムーナイロゝ√鰯水分醇に分

ける横介有奄）

〃　しアクリル教メチルの溶液及乳化

整合における覇分衷煎）

曳蓬1人で胤　〃（アプリ〇二ト十レ巧洛梁重合に

山本（蚤）
鴫＿．げJ・瓜㌦
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山崎卒翰生　し油脂の高温高温ケン化に省け
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「

」

…

る頑分友宛う

（ヴィニルアセデーートの乳化蕾

合における領分夜煎）

もスチローノしっ覆衆憂合におけ

る積分瓦庵）

山磯節絡象（嵐箪′つ製造に蘭する研象）

鈴木卒衝生　し樹脂m工におけ考条／培つ変化

≡二ついて）

叫痛・葛凌研修女　流渾理務）

脊襖　　　　ク　し化繊の風合い測定）

ご　：一　　一　　　　　　　　・一　　　　一　　　　　　　：．．、　　　　二　　　　、　－　　　　　　　－、

・　、一　　　　　二i　一・　　　　　■・　　　・　　　　　　　　　　　．：　　　　　　　・

ルプ乞dエ加え三郎左党土倉に送り衰している岩崎研夜襲のお家冤の主なもつは、工

芸士乙つくるための化学工学勺訓練であ為。夜寒つ泉が頭の化尊卑藍に感・

横としたか割れないっ研象乞賓験童から二筋へ移す蹄に和栗で頻〆舟正

史薮鼓し遭範士ねば守らないが、二㌢‖ニ惇化学工質網に熱磯された化学者が＼

牽現して藤松て衣坊する子のブち為ク　エ孝和已字枚貯着のヨ常長尊写その娃

化学工学饉期礫だ万で妙高。又研究要の化学者でも同級に化学工学的亨晩は

点者穴くべヵ＼ちぎるものであって、突練り婆やかな薮功もこれに伴う。われ

ら磯鮭化掌牽変り姐身者が、社告に嶽て、濠も新しい槙桁、写し＼しぼこの新し

、、柁好をこなせるビけり基礎部我と備えて言い硬礪者盈主任倒し、大出二世

つ雫jこ寮歌してし＼るつぼ　等守る夢二撒らが琴生時代に化学工誉術計硬を牽け

て、摩れた嫁を搾っている窄＼らであそ。これらの韓包茎造々療曳し、Ⅵ′凛句

ェ二で．よリー一層工萱士らしい工蛍士と育てあげ、を′よう、叡尊頁一句が李尭

聾乾して竃ペグ乞進めている，

箕に二　番姉婿礫　季栄栄衛　生法　ついて弘べ宣う。岩塀では　各孝吉彗生つ柊

→40－
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号

ギ琶窒紹介1

リに折原」テーマが沃護り炭身、発意題彗生、エリ響ぺノつ封牡でこい　謂巧つ

夷敦礪盤までり軌二天疲調査夜寒験津魯乞し、賓殊司電乙菜に凰旬報毛ヒ素

亀をして乾季⊥くど′～どん牽敬と温め、草案までlこ掩曙とかしてモノこして

し急う。呼には学会に鞋覆されるiのもめ烏。嘉尋常つ遺留裁断こ海藻会府、み

ろ。こ′　ぺ襲撃　暑昔風喝か　しろ文献弼査つ乾承つ刃でなく、′】＼イキング々工務

見学、敏行とい1たことまでこれが立直温誓す葛かぐめ召。董風琴かれろ賢

二∴l　　、・ト・－．一　、・・、　　　　　　二

翼、研修生、辛命生らが、ダべ為轡である∂　護オブも希望者底部宣って牒し蛍

て下されで敏還しますすら、どしどし　今いで下さい。軍務温tままた．抒束に

讐蕃・碑瑛】二、7ミダに一、ヒ毎ヨ楽しく蚤んで＝＝るロ

1

∵
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1
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ー竜馬亀済更や鍋雪
清水　三　郎

竿婿墓室成増東条笠一三ア1ごこそ薫　く蕃不、埼〇、号竃、象＿　ノ宣々大乱：二乗

々寄生77人九二ノ薮1てし＼驚ノ了、戎ペコ′師匠していろニヒはた／て〆ノ′つ主税安

倉．兎隻、瑠二・、藻畳、軒脂閥工、敷鮭謹ノ、シ葦日豊つ折壁孝二わ羞J

見ず㌦畑打つ戸畑毛Zざ巨注目モ∴たつ∠∴ノてづナノゝ　r二二′〔芙富合＼rヴ　トしこト

ワレつ重合・泌殊、テレブタ小糸の含薮・夏合，昭二など、ご行為が、二代ら

－　　　　　▲、－　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一　　　　　　　　　　　　一

■　　　　　　　●　　　　　　　　　－　　　　■　　　　●　　　　　　　　　　－

た温亙三弦覇ぎこな考孝虻L＼＼しかしもともと二つ方葡凍え室の巧者竺与野

なので章ラすヾ符丁考だろラと肇碑しているが〕三下容針夷こ＼そつぢ事項こ1

Lやっ　ていそゴらで衿讃j　葦だ＼霧かっれてい筏い．が、ナ／てワンてつ斉家き㍉につ

L＼てrL教弼亨為巳、斉家を一二より、啓ヒフナ代署∫こ珠と象箋謹凄系をLH予＼と

し＼うことが研究されそセラで‾告

今草から新しく登＝わた∴六㍉ノ　ノ㌣っ巨了レンつ空乳でユイ′○ヒ′レン、つ今攻ゝ　言争、

、　　　　●　　　　　　　　　　　　一　　　一　●　　　　　　　　　　－

へ「‾：一　二　ヾ．　　　　　　　・、　　　　・　　　二　　　　　　　　　　　、

いる。プロピレン怯敬直せ閲で雲恒′十二、枚て、～そ断雲で句　一　翼希～＿山虞桜甘璃

こま　一

、杵
、声・砂

・ラ有水

一策・

・務㊥
■鵬¢レ′



■帖胤や㍉　十三を毎号

ゥ、　宵ダニ新しトノゝ分努と軍資言て′′一二二　ユj L電嵐二㌦くJでし＼ろ季濁り完ブ主上

十ワニ‥了見；ミてガ1㌢ガ＼き／ノUでみる。実写」義藷をとし＼ケ菜に霜いては闇を透凍

て守／脅▲走でし＼つ等．賽客があり、媛等に音大教法竜な腎でカ巧J L帯、し貧し

博覧貴史商うた畑二究宅ノデ張りきって下さるので東野け全社からし＼スノレな

しやろが全く空合お懲ビヒ思うp　しげし先安がガメツイヒいうニヒ甘丸顔を

づっ至急を寺し‥Lかきちんとしてリちっ　と′やらない∠いう二王ではなし＼。孜々

．．　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・・　　・J．－　：：　　　　　　・－

よく発生仁方竺蒙りつ言賓が、払手、衰すが、この方衝には虜香住ノ学べ敏蔵でも

丁，すっ力＼リ港見てしま∵つ千二…一一一一

藷を八もY二／＼溌了と吸口、裔木札三や鳶とす寄ブルーープごば病気′　叔裂であ

そが、二つ寄象〟∴t今立私な終車敬三播大して波立ててい竃嚢中でめ篭。二

つす骨ソ＼ェ、よく工琴や・→つ東軍が努葦プ

窄芝草1エジー；驚召、観乱が々ってこあられ亮。

Ⅹ出を蓬からは利ごろ⊥駕された塩／マネ鋸芸風を息肇虜隻ででき七六プリ工

．　　　・て・　一　・　　　．　　・　三　　　　・　　　　　　一　一　　　　一　　　　　●　　　　一　一　　．

一　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・、　＼　　　　　　　　　　　　　・　　　、

rて＿蟹重一乙句介つ覇気に孝之つけて∴＼在し＼人妻∴＼るので斉しいこと讃∵二二mノブ＼

七てい㍉

牢で二つ糞婆寒亀の楽し現にいフては今′つ轡紬二宣しげ＼、葡勉覆せ－ろいり

て）、1月＼、費ノ嘗含七つ＼、リ、現在「軍機ヒ亨つ竃与冷」之やJつていろ。－／芦、し

戴老巧変更合体でマージャンLや頚頑喝療＼ブてきて、茜雲だ下手だが・紆沃そ

そこぞ′つてし＼る√　又学会でも獲れば積を宅宜が山像転J牢季葵が、精解讐てつで

′ヨ日昌琴爾え章と憩う。

寒だ、ァミグ＼草策与オ終るくちl）＼引J、こその上本勉蛍の廣亮一笠蔓り節覆して

・＼ろ二二と＿ガエ′しチつブナちな5ノう／1で、肇介＼‡ユニつくらしノ、で経ち仁ていたで三三才。

町田研究掌
吉　田　屠　司

享′こてそ′つニ′〇分も′ご「＼＼からないだろうし、硝子㌍・ソ雪で賀′一1▼一乗たビンL＿
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・：●・　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．●・；、

チヤゝべで爵肇条・Jくすごすことも箱リ、旦バドミントン∴草薮、チ二二六∴

そつ度盛家宣いものつ方が掌れでわるLL＼う者ついる啓が、ここ、郵貯軒免

孝でめ奄J　一　札に購えて、竃，下しりこってりん㍗リしてし†るレ　又何孝につげ

・　・　　　　　　・　・　　　　　　　　　一　　・・　　　　　　　　　　　　　　・　二

更でもなし＼¢　工＼几射二思けてい葦よ六こ見えても、空っ考、葛巽に蓬＿めてい

るのも戴者で静香。

慣亭しして、次こ頚ノ1ヾ’れと、礫らつ軍晃子′マ乞紹′㌣ブ香か

塵．三　秦天

竺山　王一旗．・

豊．萱＿　芳一

義　　憤′

五三　弘二

：二十■■‾二　　雫ダ

ニ育三　　訝
一一一一■－．■

＿二ゝ　兵宣
－－　＝－

三三．笥司

ニ＿L　　灸
一＝「⊇キ

：・、　．・

実額藤倉剰

イゝヂゝY悉水マレイン薮の実雪合

鈎ブタロシア二ン未来車仁「夜宮

、　　－　　　●－　　　　　●

茶筒ま金台執

∵．ロー－　ぺ∴一「▼L一・一1■‾　∴■：＿

～　　・　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　・

貰分与亀解囁勘経常つ賓′畑二つし＼て

ミ畳　　牽　　蛍光増額刺の金森

二つ享で三一三動二√召、琶手掛り観衆金宝しているしん　又密がタノプラ

仁タ　「賃壱壱　鰻鰻　フた。これ毛斬藍＿の（三うな親し㌔擾勒準鑑つ碕ら宝たちで毎

穏たけ子、上吾ノ下早い。

牽三宅慧食後十一一等河で斡亭二弓㍉ニ＼玖ペに　ニ＋つてぽこ「生害浅大きをテ

〆ててわうう。王＼刀＼ち呵孝二フバJこも考　笈Jl得、蓼うごろラし、享簿†芦領，ミ写

しトムノフ　二∴三二毒こちもてし1奇1

短村麿究蔓ノ、

北　村　武　牢

／∫薄儀＼つ蚤謹　　、′？＼ご　）′　　　、∴γ刊廓旨∴！、穣聖とtJていそそラブご
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ノ下、たかだがどう　て筐笥与れてヌ為ヒしっくりし落ち〔いていて、周と甘

く痩肇がしやすく、すべて彗星聾琶主義ノウのんFリした舞ですク　を疫学に忽

掛で和琴くから夜もお宅くまで凍っています9乞＼ちらかと云えぼ賓祭を格空

でやっていろヒ云ラ頒筒が、艶し＼ようです。こういうと実際蝶、かリしてい為か

とし＼う乞　そうでも布く、泉生を喝んでお家ものみ、僚艦・？軍曹で敷金っ舞

欝に花立咲かせ　和らぬ恥こ寒肇空くなってし＼たとし、うことがし癒＼しぼあり

ます。

水上のような雰覇気つやに渓村先生以下／ク人前主みついています。撃帝展

なる先生は当大撃岬の秦丈夫で、ベレー葦鴻農政ヒ琴に空′「勢力を感しつつ

h三・丁草牽生鮮に萱亀㌢つか空蔑すり　又フ、ソドアイブ1アワ竃八でもありま

す。現在は榛度し　巧練筒先まと釦二刀イコの食性の研宛をこれてい著す。蚤

7号にrカイつぼ可教条の翼の番え／敦べ為か？」とし＼ラニYで、それに底力

ペコをユーワプチ孝尊肇、カA要因そしてノ　ミコ左要因とし＼ラ壬っり客観が、

収奪で隼を二王が夜霧され、各港喝と写る瑚賓の決定真二弓下鋭秦野カ車で、

㌦郭烏∵さ〆ぐに釆監されているそうごす。すなわちフワケ窯から色々の確頑芝

璃赦して、守だ蘭も乗も介らぬ皇紀こての刀イコモモ′レ色ツトとして磯等が＼

深孝行の紅ノ泉質Lの健超二ヒ私清さ′し濯菟隻の手塩し1ヒ裏目こお宮を入れた

ノ巧‾帯革ぢ節気乞竺れて貴す。卒教生痛S科より／鳥、T科よリヱ鬼、C科一志

－　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　－■　●一　　　　　　　　　　、●●　‾　　　■　●　●一　一

鮭に政ノ’甘宣う　とし＼モ琴で、大蚕桑 は本務奉乞鱒っ宥リアマイド裔分与、．迄＿

窒息は登終7テンによる緻鰍疾醇化ギ且つ嘗介ふの酢叱碑菟二光村名は葛級

ナテンr′身魂こ空畑二王る新しし、界雷汚性葡jや寄介冬珊賓乞のごし、日照努

力してし＼ますβ　が会衆と三一＼うも、つは縄がかかるiつで、東歌にはわず＼か／

行で毒し＼てめ考ここに一週嘲‡密やす仕泉ですっ」ガレモノ　ニ将たとき・乃宅

で六、は鑑こ虹すべきもつつなし＼ほど楽しし＼もノ）です；お暇な好さ二は姦しに釆て

下空し＼環研葦象り曙軒感燦車のギ束王家貸せ蒙才。

ノ笈 「ヒ
んよ、

五号究 ，咤
l

′つれふノが感璧七亨徴蔓の懲上づ　薫いつ一頃に舞蔓老撞っ乱戦賛意許、芙験象

〟44｛
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／研究窒檻介コ∴一・一一一一一一一一一一一

よ裏ダブるつ牽牽策庭庭研研嘗嘗怯莱京樽樽ごも′。にて、当初は別家玖憩

空iりなれで、弓を鮭て・まこれこ空当節夜宴のÅ〆ドに又くべからざるもの

と轟を′かこ要らん。

閏と有れば∴二の舞索に労し、て還啓突謹老もって識られる餐竜教務と電機

に戴き、教礫の九大に磨け竃礫象たる武内讃潤沢に5科弱者つ什覇淡雪、臥

下のメAノ〈爪が敢温熱傍観されがちり蚤琶質感怨に叱撃粥メスを職え、旦っ

ス盈竃蓼‖∃の発覆え辿穏化学銀盤との確立喝頑を解明せんとして、熱傷写る

謄印の不易香魚唱に召柊椅進を観ヴてL＼われ穏歌語らん。

蓼わリr譲二モモ漫わて新し竺宣載る」と。観象の痛撃感鮭の飾転に比し、

天繁盛確り帯電老蓼んじ碍竃覆車で旬伺㌦盈義の師範と玖てしても、末席感

奮i二束だ究め卑ざる闇、努々あり而してjつれら登沌離已象の㌦膏蚤ヒなり・泉

五日の頚空卦こても蚤竃賓観鮭研苛つ稀ケ喝値之思わずに宣言過ごせヂとや五

三畑で当研究尊めム㌦ドた考や萬面楚歌の萄簿ちにて上述の研菟…二軍象あ

そつみL墨わるるは肥外なり。餞海曹蕃微増の八開の謬t、賓礫馨のムーードは

乏ここ各乳亀嶺、微塵の彗牽しさも薄め嬢でジ域内講弼＼平日召夜宮葛篭も軍

費了∵㌢喜宅・とろつみ7才たで、席末束に入室′母親つよ空助言着た工賃ミニ覇気

っ家象二すけ葦rL竺パパ宣リも′夢い嘩て、かかる研究象i二カリて、牽薦毛木

三者た香魚つ砥誉敵めり。

攻に慈翰窒昔今苦寒沌牒一人、昨穿覆り二人～二托し∫ぴガつ滅グ芝空たせ

ノ考、二つ挙線度雇人にわらず番人二二めらず常に奥萄竃と不灸竃ヨヒつ刊

・二才ラ杢ご旦っまた要領の夜空琴釆一卜芸！こして、筆名っ′つとに夜垣Z促す

′′‾ワノー一1

〕コうろこ当新宅象か3＼せ苛∃こして零下え乗、こ正賓する郡司辟覆堅ヒ奄々賓

禿乞賃っ三豊、これ打が骨竃軍の複軌こして健弼くつ嗜纏まここに発か驚獲され

たノ二云うべレク以上．池讐射こて儀姦節気客の徽観を克空しが、下に各節

老君項を嘩ぐ。

青苗教程、域内寒河rr家蔵肇蓬蓬よよ豪儀頃頃り雫周密姥」叱れ宜

各色に空ろ牽乾も覆す達転すべ空もつにて、－抒草姦藁学府努審寮之晋けら

J二二三二㌧

‖二一・．・・．・‥：二・・・一・・・一一・・、・

⊥艮堅皇塾生＿「家宅牢つこ窄み㍑合膏要の夜船二つし、て」

繹幕賓竿滑空′竃亀三顧一貸′つ雄ノ獅忠／肇持上

【⊥〇一h
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象れていたCん扇仇　ノ醸．∫ヱ本召遮りますp

本健岡静もようやく㌻胃に覆し、空の電解と

す為ヒころり牽射喝のつ耳がリの魚鱗臣艶め

衆愚の同語変温求するとし＼う俵母堂少しなが

ら理解してもらえたと覆います。今、後も話し

合いの帝Lして、本謁鼠取りなく魔覆させて

符空、客観生薄を楽しし＼ものとす考案毎夜唱

和ニケLでも芋動けになれば章し＼に港います。

今後の御協力夏期与奪します。

狂が、利手乙のように∴次考寒感乞雰焦しま

すつで、太いに雌判なり、喪乳之右寄せ下空

し＼．

（葡　親　子）
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